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(57)【要約】
【課題】本発明は、耐熱性と耐溶剤性とを両立したカラーフィルタを得られる着色樹脂組
成物を提供することを課題とする。
　更に、本発明は、前記着色樹脂組成物を用いて形成されるカラーフィルタ、並びに高品
質の液晶表示装置及び有機ＥＬ表示装置を提供することを課題とする。
【達成手段】下記式（Ｉ）で表される化合物からなることを特徴とする、染料。
Ｚ－Ａ＋　（Ｉ）
（上記式（Ｉ）中、Ｚ－は、ジスルホニルイミドアニオンを表す。Ａ＋は、カチオン染料
を表す。
　但し、Ｚ－及びＡ＋の少なくとも何れかには、架橋性基を有する。）
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（Ｉ）で表される化合物からなることを特徴とする、染料。
Ｚ－Ａ＋　（Ｉ）
（上記式（Ｉ）中、Ｚ－は、ジスルホニルイミドアニオンを表す。Ａ＋は、カチオン染料
を表す。
　但し、Ｚ－及びＡ＋の少なくとも何れかには、架橋性基を有する。）
【請求項２】
　前記式（Ｉ）で表される化合物が、下記式（ＩＩ）で表される化合物であることを特徴
とする、請求項１に記載の染料。
【化１】

（上記式（ＩＩ）中、Ｒ１１及びＲ１２は、各々独立に、置換基を有していてもよい炭素
数１～８のアルキル基、置換基を有していてもよい炭素数２～６のアルケニル基、又は置
換基を有していてもよい炭素数３～８のシクロアルキル基を表す。
　尚、Ｒ１１及びＲ１２は、互いに結合して環を形成していてもよい。
　Ａ＋は、前記式（Ｉ）におけると同義である。
　但し、Ａ＋、Ｒ１１及びＲ１２の少なくとも何れかには、架橋性基を有する。）
【請求項３】
　前記式（Ｉ）で表される化合物が、更に下記式（ＩＩＩ）で表される化合物からなるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の染料。
【化２】

（上記式（ＩＩＩ）中、Ｒ２１及びＲ２２は、各々、前記式（ＩＩ）におけるＲ１１及び
Ｒ１２と同義である。
Ｒ１～Ｒ６は、各々独立に、水素原子、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアルキ
ル基、又は置換基を有していてもよいアリール基を表す。
　隣接するＲ１～Ｒ６同士が結合して環を形成してもよく、該環は、置換基を有していて
もよい。
　Ｒ７及びＲ８は、水素原子、又は任意の置換基を表す。
　尚、Ｒ７及びＲ８は、互いに連結して環を形成していてもよい。
　また、上記式（ＩＩＩ）中のベンゼン環は、更に任意の置換基を有していてもよい。
　Ｒ１０１及びＲ１０２は、水素原子、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアルキ
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ル基、置換基を有していてもよい炭素数２～６のアルケニル基、置換基を有していてもよ
いアリール基、又はフッ素原子を表す。
　或いはＲ１０１とＲ１０２とが結合し、環を形成していてもよく、該環は置換基を有し
ていてもよい。
　上記式（ＩＩＩ）のカチオン構造式は、架橋性基を有する。
　尚、一分子中に複数の
【化３】

が含まれる場合、それらは同じ構造であっても、異なる構造であってもよい。）
【請求項４】
　前記式（Ｉ）で表される化合物が、更に下記式（ＩＶ）で表される化合物からなること
を特徴とする、請求項１に記載の染料。
【化４】

（上記式（ＩＶ）中、Ｒ３１及びＲ３２は、各々、前記式（ＩＩ）におけるＲ１１及びＲ
１２と同義である。
　Ｒ４１～Ｒ４６は、各々独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、又
は置換基を有していてもよい芳香族環基を表す。Ｒ４１とＲ４２、及びＲ４３とＲ４４は
、各々互いに結合して環構造を形成していてもよい。
　Ｒ４７及びＲ４８は、各々独立に、水素原子、又は任意の置換基を表す。Ｒ４７及びＲ
４８は、互いに結合して環を形成していてもよい。
　又、上記式（ＩＶ）中のベンゼン環及びインドール環は更に任意の置換基を有していて
もよい。
　上記式（ＩＶ）のカチオン構造式は、架橋性基を有する。
　尚、１分子中に複数の
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【化５】

が含まれる場合、それらは同じ構造であっても、異なる構造であってもよい。）
【請求項５】
　前記架橋性基が、下記＜架橋性基群Ｔ’＞で表されるいずれかであることを特徴とする
、請求項１～４に記載の染料。
＜架橋性基群Ｔ’＞

【化６】

【請求項６】
　（Ａ）色材、（Ｂ）溶剤、及び（Ｃ）バインダー樹脂を含有し、
　（Ａ）色材が請求項１～５のいずれか一項に記載の染料を含有することを特徴とする、
着色樹脂組成物。
【請求項７】
　更に、（Ｄ）重合性モノマーを含有することを特徴とする、請求項６に記載の着色樹脂
組成物。
【請求項８】
　更に、（Ｅ）光重合開始系及び／又は熱重合開始系を含有することを特徴とする、請求
項６又は７に記載の着色樹脂組成物。
【請求項９】
　更に、（Ａ）色材が、（Ｆ）顔料を含有することを特徴とする、請求項６～８のいずれ
か一項に記載の着色樹脂組成物。
【請求項１０】
　請求項６～９のいずれか一項に記載着色樹脂組成物を用いて形成された画素を有するこ
とを特徴とする、カラーフィルタ。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のカラーフィルタを有することを特徴とする、液晶表示装置。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のカラーフィルタを有することを特徴とする、有機ＥＬ表示装置。 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、染料、着色樹脂組成物、カラーフィルタ、液晶表示装置及び有機ＥＬ表示装
置に存する。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、フラットディスプレイとして、カラーの液晶表示装置や有機ＥＬディスプレイが
注目されており、これらのディスプレイにはカラーフィルタが用いられている。
　例えば、カラー液晶表示装置には、一例として、ブラックマトリックス、複数の色（通
常、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３原色）からなる着色層、透明電極および配向層を
備えたカラーフィルタ基板と、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ素子）、画素電極および配向層
を備えた対向電極基板と、これら両基板を所定の間隙をもたせて対向させ、シール部材で
密封して、上記間隙に液晶材料を注入して形成された液晶層とから概略構成された透過型
の液晶表示装置がある。また、上記のカラーフィルタの基板と着色層との間に反射層を設
けた反射型の液晶表示装置もある。
【０００３】
　有機ＥＬディスプレイは、原理的には、陽極と陰極との間に有機ＥＬ発光層をはさんだ
構造の有機ＥＬ素子を有するものであるが、実際に、有機ＥＬ素子を用いてカラー表示の
可能な有機ＥＬディスプレイとするには、（１）三原色の各色をそれぞれ発光する有機Ｅ
Ｌ素子どうしを配列する方式、（２）白色光に発光する有機ＥＬ素子を三原色のカラーフ
ィルタ層と組み合わせる方式、並びに（３）青色発光する有機ＥＬ素子と、青→緑、およ
び青→赤にそれぞれ色変換する色変換層（ＣＣＭ層）とを組み合わせるＣＣＭ方式等があ
る。
【０００４】
　（１）の方式は言うまでもなく、各色の有機ＥＬ素子を使用するため、高い色再現性を
発現し得るのが特徴である。従って、各色の有機ＥＬ素子に対応してカラーフィルタを載
置することにより、色再現性の向上や、反射光を吸収することによるコントラスト向上が
期待できるため、有望な方式の一つとされている。
　また、（２）の白色有機ＥＬとカラーフィルタとの組み合わせ方式および（３）のＣＣ
Ｍ方式は、同じ色に発光する有機ＥＬ素子を一種類使用すればよいので、上記（１）の方
式の有機ＥＬディスプレイにおけるように、各色の有機ＥＬ素子の特性を揃える必要が無
く、工程数および材料の削減等が可能となり、製造コスト面でも注目を集めているフルカ
ラー化方式である。
【０００５】
　カラーフィルタおよび色変換フィルターと有機発光体を構成要素とする色変換方式を用
いた有機ＥＬ素子において、カラーディスプレイの製造工程で要求される耐熱性や、ディ
スプレイとして使用される際の耐候性、並びに高精細度の画像が要求されるものについて
は、顔料分散法で作成されたカラーフィルタを用いるのが主流となっており、感光性樹脂
溶液中に赤色、青色または緑色の顔料を粒径１μｍ以下に微分散したものをガラス基板上
に塗布した後、フォトリソグラフィーにより所望のパターンで画素を形成している。
【０００６】
　カラーフィルタに関しては、色純度、彩度、光透過量の向上が求められており、従来は
、光透過量の向上を目的として、画像形成用材料中の感光性樹脂に対する着色顔料の含有
量を減らすか、もしくは画像形成用材料により形成される画素の形成膜厚を薄くするとい
うような方法が採られてきた。しかしながら、これらの方法ではカラーフィルタ自体の彩
度が低下し、ディスプレイ全体が白っぽくなって表示に必要な色の鮮やかさが犠牲となっ
てしまい、逆に彩度を優先して着色顔料含有量を増加させるとディスプレイ全体が暗くな
り、この場合には、明るさを確保するためにバックライトの光量を大きくしなければなら
ず、ディスプレイの消費電力増大を招いてしまうという問題がある。
【０００７】
　これに対して、光透過量の向上を目的として、顔料粒子の粒径をその呈色波長の１／２
以下にまで微分散する方法が知られているが（非特許文献１）、青色顔料は他の赤色、緑
色顔料に比較して呈色波長が短いため、この場合にはさらなる微分散を必要とし、コスト
アップ並びに分散後の安定性が問題となる。
　一方で、着色剤として染料を使用したカラーフィルタも依然開発が進められている。例
えば特許文献１には、シー・アイ・アシッド・ブルー８３（トリアリルアミン系色素）と
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、シー・アイ・ソルベント・ブルー６７（銅フタロシアニン系色素）を有する青色フィル
ター層を設けたカラーフィルタが記載されている。
【０００８】
　また、特許文献２には、下記式で表される重合性トリフェニルメタン染料を含むポリマ
ーを用いたカラーフィルタが記載されている。
【０００９】
【化１】

【００１０】
（上記式におけるＲ1のうち、少なくとも一つは炭素－炭素二重結合を含む特定の重合性
基）
   更に、特許文献３にも特定構造で表される化合物（色素）を含有するカラーフィルタ
用着色樹脂組成物に関する記載がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開２００２－１４２２２号公報
【特許文献２】特開２０００－１６２４２９号公報
【特許文献３】特開２００９－２３５３９２号公報
【非特許文献】
【００１２】
【非特許文献１】橋爪清「色材協会誌」（1967年12月、p608）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、前記特許文献２及び３に記載の染料を使用したカラーフィルタは、輝度
と耐溶剤性との両立が不十分である場合があった。
　そこで、本発明は、輝度と耐溶剤性とを両立したカラーフィルタを得られる染料、及び
着色樹脂組成物を提供することを課題とする。
　更に、本発明は、前記着色樹脂組成物を用いて形成されるカラーフィルタ、並びに高品
質の液晶表示装置及び有機ＥＬ表示装置を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明者等は、鋭意検討を行った結果、特定のアニオンを含む染料において、更に架橋
性基を有することで、上記課題を解決しうることを見出して、本発明に到達した。
　即ち、本発明は、下記式（Ｉ）で表される化合物からなることを特徴とする、染料、着
色樹脂組成物、カラーフィルタ、液晶表示装置及び有機ＥＬ表示装置に存する。
Ｚ－Ａ＋　（Ｉ）
（上記式（Ｉ）中、Ｚ－は、ジスルホニルイミドアニオンを表す。Ａ＋は、カチオン染料
を表す。
【００１５】
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　但し、Ｚ－及びＡ＋の少なくとも何れかには、架橋性基を有する。）
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明のカラーフィルタを有する有機ＥＬ素子の一例を示す断面概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に本発明の実施の形態を詳細に説明するが、以下の記載は本発明の実施態様の一例
であり、本発明はこれらの内容に限定されるものではない。
　なお、本発明において「（メタ）アクリル」、「（メタ）アクリレート」等は、「アク
リル及び／又はメタクリル」、「アクリレート及び／又はメタクリレート」等を意味する
ものとし、例えば「（メタ）アクリル酸」は「アクリル酸及び／又はメタクリル酸」を意
味するものとする。
【００１８】
　また「全固形分」とは、後記する溶剤成分以外の本発明のカラーフィルタ用着色樹脂組
成物の全成分を意味するものとする。
　更に、「芳香族環」とは、「芳香族炭化水素環」及び「芳香族複素環」の双方を意味す
るものとする。
Ｃ．Ｉ．とは、カラーインデックスを意味する。
【００１９】
　本発明は、前記式（Ｉ）で表される化合物からなる染料である。
また、本発明の着色樹脂組成物は、（Ａ）色材として前記染料、（Ｂ）溶剤、及び（Ｃ）
バインダー樹脂、並びに、（Ｄ）モノマー、（Ｅ）光重合開始系、更に必要に応じて配合
されるその他の成分を含む。
　先ず、本発明の染料について説明する。
【００２０】
　＜染料＞
　本発明の染料は、下記式（Ｉ）で表される化合物からなる染料である。
Ｚ－Ａ＋　（Ｉ）
（上記式（Ｉ）中、Ｚ－は、ジスルホニルイミドアニオンを表す。Ａ＋は、カチオン染料
を表す。
【００２１】
　但し、Ｚ－及びＡ＋の少なくとも何れかには、架橋性基を有する。）
　（Ａ＋について）
　Ａ＋は、カチオン染料を表す。
　カチオン染料としては、本発明の効果を損わない限り特に制限はないが、例えば、「In
dustrial Dyes -Chemistry, Properties, Applications-（Wiley-VCH, 2003年、Klaus Hu
nger編集）」等に記載されている色材が挙げられる。より具体的には、トリアリールメタ
ン類、シアニン類、スチリル類、アジン類等の色材骨格（Chromophore）を有する化合物
が挙げられ、所望する色により適宜選択することができる。
【００２２】
　特に、青色（Ｂｌｕｅ）を所望する場合、色濃度、輝度、及び耐熱性が優れる点からト
リアリールメタン類が好ましく、紫色（Ｖｉｏｌｅｔ）を所望する場合は、得られるカラ
ーフィルタの色濃度、輝度及び耐熱性が優れる点から、トリアリールメタン類及びシアニ
ン類が特に好ましい。
　（Ｚ－について）
　Ｚ－は、ジスルホニルイミドアニオンを表す。
【００２３】
　ジスルホニルイミドアニオンは、イオン種がスルホンアミド基であるため製造が容易で
ある。また負電荷が非局在化しているため、アニオンが比較的安定である。さらに、ジス
ルホンアミドにフッ素含有の置換基を有することで、フッ素含有置換基側へアニオンが引



(8) JP 2012-201694 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

っ張られることにより、分子全体として電荷が分散されて、より安定な構造となる。
　また、ジスルホニルイミドアニオンは、いずれも可視領域に吸収がない。その為、色材
（特に、カチオン染料）の色純度に影響を及ぼしにくく、得られる画素の色純度に影響し
難い。
【００２４】
　（架橋性基について）
　式（Ｉ）で表される化合物中、カチオン染料又はアニオンは、架橋性基を有する。
本発明における架橋性基とは、熱及び／又は活性エネルギー線の照射により近傍に位置す
るほかの分子の同一又は異なる基と反応して、新規な化学結合を生成する基のことをいう
。
【００２５】
　中でも、架橋性基としては、架橋しやすいという点から、下記＜架橋性基群Ｔ＞が挙げ
られる。
＜架橋性基群Ｔ＞
【００２６】
【化２】

【００２７】
（式中、Ｒ７１～Ｒ７５は、各々独立に、水素原子又はアルキル基を表す。
Ａｒ３３は置換基を有していてもよい芳香族環基を表す。）
　中でも架橋性基としては、例えばエポキシ基、オキセタン基等の環状エーテル基、ビニ
ルエーテル基等のカチオン重合によって架橋する基が好ましい。反応性が高く、溶剤に対
する溶解性低下が容易なためである。中でも、カチオン重合の速度を制御しやすい点では
オキセタン基が特に好ましく、カチオン重合の際に素子の劣化を招く可能性のあるヒドロ
キシル基が生成しにくい点では、酸素原子を介してビニル基が結合するビニルエーテル基
が好ましい。
【００２８】
　また、上記架橋性基の中でも、色調に影響し難く、得られる画素の耐溶剤性がより向上
しやすい点で、下記＜架橋性基群Ｔ’＞で表される架橋性基であることが、特に好ましい
。
＜架橋性基群Ｔ’＞
【００２９】
【化３】

【００３０】
　架橋性基は、カチオン染料が有していてもよく、アニオンが有していてもよく、また、
両方が有していてもよい。中でも、画素を形成後、溶剤に溶出して色調に与える影響が、
アニオンよりカチオン染料の方が大きく、カチオン染料を特に固定した方が耐溶剤性向上
の点で優れるため、架橋性基はカチオン染料が有することが好ましい。
　＜効果を奏する理由＞
　本発明の構成とすることで、輝度と耐溶剤性とが両立するという効果が得られる理由に
ついて、下記の通り推測する。
【００３１】
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　式（Ｉ）で表される染料は、アニオンとしてジスルホニルイミドを含む。ジスルホニル
イミドアニオンは、熱による昇華や分解などがし難いため、染料自体の安定性が高まる。
　この為、アニオンとしてジスルホニルイミドを含む染料で、更に架橋性基を有すると、
染料自体の安定性が高いことより有効に働く架橋性基が多く、その結果、耐溶剤性が向上
する効果の幅が大きく、つまりは、輝度と耐薬品性とが両立しうるものとなる。
【００３２】
　［式（ＩＩ）で表される化合物について］
　前記式（Ｉ）で表される化合物は、色材の色濃度、輝度及び耐熱性が優れる点で、更に
、下記式（ＩＩ）で表される化合物であることが好ましい。
【００３３】
【化４】

【００３４】
（上記式（ＩＩ）中、Ｒ１１及びＲ１２は、各々独立に、置換基を有していてもよい炭素
数１～８のアルキル基、置換基を有していてもよい炭素数２～６のアルケニル基、又は置
換基を有していてもよい炭素数３～８のシクロアルキル基を表す。
　尚、Ｒ１１及びＲ１２は、互いに結合して環を形成していてもよい。
　Ａ＋は、前記式（Ｉ）におけると同義である。
【００３５】
　但し、Ａ＋、Ｒ１１及びＲ１２の少なくとも何れかには、架橋性基を有する。）
　Ｒ１１及びＲ１２は、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアルキル基、置換基を
有していてもよい炭素数２～６のアルケニル基、置換基を有していてもよい炭素数３～８
のシクロアルキル基を表す。
　該置換基としては、下記（置換基群Ｗ）の項で記載したものが挙げられる。
【００３６】
　（置換基群Ｗ）
　フッ素原子、塩素原子、炭素数１～８のアルキル基、炭素数２～８のアルケニル基、炭
素数１～８のアルコキシル基、フェニル基、メシチル基、トリル基、ナフチル基、シアノ
基、アセチルオキシ基、炭素数２～９のアルキルカルボキシル基、スルホン酸アミド基、
炭素数２～９のスルホンアルキルアミド基、炭素数２～９のアルキルカルボニル基、フェ
ネチル基、ヒドロキシエチル基、アセチルアミド基、炭素数１～４のアルキル基が結合し
てなるジアルキルアミノエチル基、トリフルオロメチル基、炭素数１～８のトリアルキル
シリル基、ニトロ基、炭素数１～８のアルキルチオ基、ビニル基。
【００３７】
　これらの内、特に、Ｒ１１及びＲ１２におけるアルキル基、アルケニル基又はシクロア
ルキル基が有する置換基としては、アニオンの電荷がより非局在化して、色材の耐熱性が
向上する点で、フッ素原子を置換基として有することが好ましい。
つまり、Ｒ１１及びＲ１２は、アニオンの電荷が分散されて、アニオンが安定化する点で
、炭素数１～８のパーフルオロアルキル基が好ましい。
【００３８】
　より具体的には、前記式（ＩＩ）で表される化合物は、下記式（ＩＩ－１）で表される
化合物であることが好ましい。
【００３９】
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【化５】

【００４０】
（上記式（ＩＩ－１）中、ｎ及びｎ’は、各々独立に、１～８の整数を表す。
　Ａ＋は、前記式（ＩＩ）におけると同義である。
　但し、Ａ＋は、架橋性基を有する。）
　ｎ及びｎ’は、通常１～８、好ましくは１～４の整数である。
　ｎ及びｎ’は、同じでもよく、また異なっていてもよい。
【００４１】
　ｎとｎ’とが同じである場合のスルホニルイミドアニオンの具体例としては、ビス（ト
リフルオロメタンスルホン）イミド、ビス（ペンタフルオロブタンスルホン）イミド等が
挙げられる。
　ｎとｎ’とが違う場合のスルホニルイミドアニオンの具体例としては、ペンタフルオロ
エタンスルホントリフルオロメタンスルホンイミド、トリフルオロメタンスルホンヘプタ
フルオロプロパンスルホンイミド、フルオロブタンスルホントリフルオロメタンスルホン
イミド等が挙げられる。
【００４２】
　上記の中でも、アニオンが最も安定化するとの理由から、ｎ＝ｎ’=２である、ビス（
ペンタフルオロエタンスルホン）イミドが特に好ましい。
　また、Ａ＋は、前記架橋性基を有する。
　一方、Ｒ１１及びＲ１２は、互いに結合して環を形成していてもよい。
　環を形成している場合、Ｒ１１及びＲ１２は、特に炭素数２～１２のフルオロアルキレ
ン基であることが好ましい。
【００４３】
　つまり、前記式（ＩＩ）で表される化合物は、更に、下記式（ＩＩ－２）で表される化
合物であることが好ましい。
【００４４】
【化６】

【００４５】
（上記式（ＩＩ－２）中、ｎ’’は、２～１２の整数を表す。
　Ａは、前記式（ＩＩ）におけると同義である。
　但し、Ａ＋は、架橋性基を有する。）
　ｎ’’は、耐熱性の点で，好ましくは２～８であり，さらに好ましくは３である。
　ｎ’’の数が小さい分子ほど、立体反発の影響が小さくなり、より強い相互作用が可能
となる。即ち、ｎ’’が小さいほど、アニオンとカチオンの相互作用が大きくなり、イオ
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【００４６】
　また、Ａ＋は、前記架橋性基を有する。
　以下に、前記式（Ｉ）中の、Ｚ－、つまり、ジスルホニルイミドアニオンの好ましい具
体例を以下に示すが、本発明はこれらに限定されるものではない。
　＜ジスルホニルイミドアニオンの具体例＞
【００４７】
【化７】

【００４８】
　また、前記式（ＩＩ）で表される化合物は、カチオン、つまり式（ＩＩ）中のＡ＋から
リンカーを伸ばして、２量体や３量体などを形成していてもよい。
［式（ＩＩＩ）で表される化合物について］
　前記式（ＩＩ）で表される化合物は、耐熱性に優れ、また得られる画素の、特に青色純
度及び透過率が優れる点で、下記式（ＩＩＩ）で表される化合物であることが好ましい。
【００４９】
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【化８】

【００５０】
（上記式（ＩＩＩ）中、Ｒ２１及びＲ２２は、各々、前記式（ＩＩ）におけるＲ１１及び
Ｒ１２と同義である。
　Ｒ１～Ｒ６は、各々独立に、水素原子、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアル
キル基、又は置換基を有していてもよい芳香族環基を表す。
　隣接するＲ１～Ｒ６同士が結合して環を形成してもよく、該環は、置換基を有していて
もよい。
【００５１】
　Ｒ７及びＲ８は、水素原子、又は任意の置換基を表す。
　尚、Ｒ７及びＲ８は、互いに連結して環を形成していてもよい。
　また、上記式（ＩＩＩ）中のベンゼン環は、更に任意の置換基を有していてもよい。
　Ｒ１０１及びＲ１０２は、水素原子、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアルキ
ル基、置換基を有していてもよい炭素数２～６のアルケニル基、置換基を有していてもよ
いアリール基、又はフッ素原子を表す。
【００５２】
　或いはＲ１０１とＲ１０２とが結合し、環を形成していてもよく、該環は置換基を有し
ていてもよい。
　上記式（ＩＩＩ）のカチオン構造式は、架橋性基を有する。
　尚、一分子中に複数の
【００５３】
【化９】
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【００５４】
が含まれる場合、それらは同じ構造であっても、異なる構造であってもよい。）
　（Ｒ１～Ｒ６について）
　Ｒ１～Ｒ６は、各々独立に、水素原子、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアル
キル基、又は置換基を有していてもよい芳香族環基を表す。
　Ｒ１～Ｒ６におけるアルキル基としては、直鎖状、分岐鎖状又は環状のアルキル基であ
って、その炭素数が通常１以上、また、通常８以下、好ましくは５以下のものが挙げられ
る。具体例としては、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、２－プロピル基、ｎ－ブチ
ル基、イソブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、シクロヘキシル基等が挙げられる。
【００５５】
　Ｒ１～Ｒ６における芳香族環としては、芳香族炭化水素環及び芳香族複素環が挙げられ
る。
　芳香族炭化水素環としては、単環であっても縮合環であってもよく、環を形成する炭素
数が５～１８であれば特に制限はないが、例えば、ベンゼン環、ナフタレン環、アントラ
セン環、フェナントレン環、ペリレン環、テトラセン環、ピレン環、ベンズピレン環、ク
リセン環、トリフェニレン環、アセナフテン環、フルオランテン環、フルオレン環などの
１価以上の基が挙げられる。
【００５６】
　また、芳香族複素環としては、単環であっても縮合環であってもよく、環を形成する炭
素数が３～１０であれば特に制限はないが、例えばフラン環、ベンゾフラン環、チオフェ
ン環、ベンゾチオフェン環、ピロール環、ピラゾール環、イミダゾール環、オキサジアゾ
ール環、インドール環、カルバゾール環、ピロロイミダゾール環、ピロロピラゾール環、
ピロロピロール環、チエノピロール環、チエノチオフェン環、フロピロール環、フロフラ
ン環、チエノフラン環、ベンゾイソオキサゾール環、ベンゾイソチアゾール環、ベンゾイ
ミダゾール環、ピリジン環、ピラジン環、ピリダジン環、ピリミジン環、トリアジン環、
キノリン環、イソキノリン環、シノリン環、キノキサリン環、フェナントリジン環、ベン
ゾイミダゾール環、ペリミジン環、キナゾリン環、キナゾリノン環、アズレン環などの１
価以上の基が挙げられる。
【００５７】
　隣接するＲ１～Ｒ６同士が結合して環を形成してもよく、更に該環は、置換基を有して
いてもよい。
　隣接するＲ１～Ｒ６同士が結合して環を形成する場合、これらはヘテロ原子で架橋され
た環であってもよい。この環の具体例として、例えば以下のものが挙げられる。これらの
環は置換基を有していてもよい。
【００５８】
【化１０】

【００５９】
　化学的安定性の点から、Ｒ１～Ｒ６として好ましくは、各々独立に、水素原子、置換基
を有していてもよい炭素数１～８のアルキル基又は置換基を有していてもよいフェニル基
であるか、或いは隣接するＲ１～Ｒ６が互いに結合して環を形成する場合であり、色材の
耐熱性を向上し、得られるカラーフィルタの耐光性が優れる点で，より好ましくは置換基
を有していてもよい炭素数１～８のアルキル基又は置換基を有していてもよいフェニル基
である。
【００６０】
　Ｒ１～Ｒ６が、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアルキル基である場合、超共
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役によりカチオン内の電荷が分散し、カチオンが安定化するものと推測される。また、Ｒ
１～Ｒ６が、置換基を有していてもよいフェニル基である場合、共役系を延長することで
、カチオン内の電荷が分散することで、カチオンが安定化するものと推測される。このよ
うに、カチオンが安定化した結果、得られるカラーフィルタの耐溶剤性がより優れる。
【００６１】
　Ｒ１～Ｒ６におけるアルキル基及び芳香族環基が有していてもよい置換基としては、例
えば、前記（置換基群Ｗ）のものが挙げられる。
　（Ｒ７及びＲ８について）
　Ｒ７及びＲ８は、水素原子、又は任意の置換基を表す。該任意の置換基としては、例え
ば、ハロゲン原子、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアルキル基、置換基を有し
ていてもよい芳香族環基などが挙げられる。
【００６２】
　該アルキル基及び芳香族環基としては、前記（Ｒ１～Ｒ６について）の項で記載のもの
と同様である。
　また、Ｒ７及びＲ８は、互いに連結して環を形成していてもよい。
Ｒ７及びＲ８同士が結合して環を形成する場合、これらはヘテロ原子で架橋された環であ
ってもよい。この環の具体例として、例えば以下のものが挙げられる。これらの環は置換
基を有していてもよい。
【００６３】
【化１１】

【００６４】
　得られるカラーフィルタが青色であり、且つ高輝度である点から、Ｒ７及びＲ８同士は
互いに連結して環を形成していない方が好ましい。
　また、得られるカラーフィルタが紫色であり、且つ高輝度である点から、互いに連結し
て環を形成している方が好ましい。
　（Ｒ９及びＲ１０について）
　Ｒ９及びＲ１０は、水素原子、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアルキル基、
置換基を有していてもよい炭素数２～６のアルケニル基、置換基を有していてもよいアリ
ール基、又はフッ素原子を表す。
【００６５】
　又、Ｒ９とＲ１０とが結合し、環を形成していてもよい。
　Ｒ９とＲ１０とが結合して形成される環の具体例としては、例えば以下のものが挙げら
れる。
【００６６】

【化１２】

【００６７】
　Ｒ９とＲ１０とが結合して形成される環についても置換基を有していてもよい。
　該置換基としては、例えば、前記（置換基群Ｗ）の項で記載したものが挙げられる。
　また、上記式（ＩＩＩ）中のベンゼン環は、更に任意の置換基を有していてもよい。
　該ベンゼン環が有していてもよい置換基としては、例えば、前記（置換基群Ｗ）の項で
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【００６８】
　（架橋性基を含む位置）
　式（ＩＩＩ）のカチオン構造中、架橋性基は、Ｒ１～Ｒ６に含まれていてもよく、ナフ
タレン環に置換基として有していてもよい。
　（Ｒ２１及びＲ２２について）
　Ｒ２１及びＲ２２は、各々独立に、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアルキル
基、置換基を有していてもよい炭素数２～６のアルケニル基、又は置換基を有していても
よい炭素数３～８のシクロアルキル基を表す。
【００６９】
　尚、Ｒ２１及びＲ２２は、互いに結合して環を形成していてもよい。
　上記式（ＩＩＩ）中のＲ２１及びＲ２２は、各々、前記式（ＩＩ）中のＲ１１及びＲ１

２と同義であり、その態様については、前記［式（ＩＩ）について］（Ｒ１１及びＲ１２

について）の項で記載のものと同様である。好ましい態様も同様である。
　前記式（ＩＩＩ）で表される化合物の好ましい具体例を以下に示すが、本発明はこれら
に限定されるものではない。
＜具体例＞
【００７０】
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【化１３】

【００７１】
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【化１４】

【００７２】
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　［式（ＩＶ）で表される化合物について］
　前記式（ＩＩ）で表される化合物は、耐光性及び耐熱性，高い透過率を有するする点で
、更に下記式（ＩＶ）で表される化合物であることが好ましい。
【００７３】
【化１５】

【００７４】
（上記式（ＩＶ）中、Ｒ３１及びＲ３２は、各々、前記式（ＩＩ）におけるＲ１１及びＲ
１２と同義である。
　Ｒ４１～Ｒ４６は、各々独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、又
は置換基を有していてもよい芳香族環基を表す。Ｒ４１とＲ４２、及びＲ４３とＲ４４は
、各々互いに結合して環構造を形成していてもよい。
【００７５】
　Ｒ４７及びＲ４８は、各々独立に、水素原子、又は任意の置換基を表す。Ｒ４７及びＲ
４８は、互いに結合して環を形成していてもよい。
　又、上記式（ＩＶ）中のベンゼン環及びインドール環は更に任意の置換基を有していて
もよい。
　上記式（ＩＶ）のカチオン構造式は、架橋性基を有する。
【００７６】
　尚、１分子中に複数の
【００７７】
【化１６】

【００７８】
が含まれる場合、それらは同じ構造であっても、異なる構造であってもよい。）
　（Ｒ４１～Ｒ４６について）
　Ｒ４１～Ｒ４６は、各々独立に、水素原子、置換基を有していてもよいアルキル基、又
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、各々互いに結合して環構造を形成していてもよく、更に該環は置換基を有していてもよ
い。
【００７９】
　隣接するＲ４１～Ｒ４４同士が結合して環を形成する場合、これらはヘテロ原子で架橋
された環であってもよい。この環の具体例として、前記式（ＩＩ）の（Ｒ１～Ｒ６につい
て）の項に記載のＲ１～Ｒ６同士が結合して環を形成する場合と同様である。好ましい態
様も同様である。
　（Ｒ４７及びＲ４８について）
　Ｒ４７及びＲ４８は、水素原子、又は任意の置換基を表す。該任意の置換基としては、
前記Ｒ１～Ｒ６に記載のものが挙げられる。
【００８０】
　また、Ｒ４７及びＲ４８は、互いに連結して環を形成していてもよい。
　Ｒ４７及びＲ４８同士が結合して環を形成する場合、これらはヘテロ原子で架橋された
環であってもよく、その具体例は、前記（式（ＩＩＩ）で表される化合物について）（Ｒ
４７及びＲ４８について）の項で記載のものと同様である。これらの環は置換基を有して
いてもよい。
【００８１】
　得られるカラーフィルタが紫色であり、且つ高輝度である点から、Ｒ７及びＲ８同士は
互いに連結して環を形成していない方が好ましい。
　また、得られるカラーフィルタが赤色であり、且つ高輝度である点から、互いに連結し
て環を形成している方が好ましい。
　（架橋性基を含む位置）
　式（ＩＶ）のカチオン構造中、架橋性基を含む位置としては、特に制限はないが、合成
が容易である点で、Ｒ４５及びＲ４６が特に好ましい。
【００８２】
　（Ｒ３１及びＲ３２について）
　Ｒ３１及びＲ３２は、各々独立に、置換基を有していてもよい炭素数１～８のアルキル
基、置換基を有していてもよい炭素数２～６のアルケニル基、又は置換基を有していても
よい炭素数３～８のシクロアルキル基を表す。
　尚、Ｒ３１及びＲ３２は、互いに結合して環を形成していてもよい。
【００８３】
　上記式（ＩＶ）中のＲ３１及びＲ３２は、各々、前記式（ＩＩ）中のＲ１１及びＲ１２

と同義であり、その態様については、前記［式（ＩＩ）について］（Ｒ１１及びＲ１２に
ついて）の項で記載のものと同様である。好ましい態様も同様である。
　前記式（ＩＶ）で表される化合物の好ましい具体例を以下に示すが、本発明はこれらに
限定されるものではない。
＜具体例＞
【００８４】
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【化１７】

【００８５】
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【化１８】

【００８６】
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【化１９】

【００８７】
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　［式（Ｖ）で表される化合物について］
　前記式（ＩＩ）で表される化合物は、耐熱性及び耐光性、透過率が高い点で、下記式（
Ｖ）で表される化合物であることが好ましい。
【００８８】
【化２０】

【００８９】
（上記式（Ｖ）中、Ｒ５１及びＲ５２は、前記式（ＩＩ）におけるＲ１１及びＲ１２と同
義である。
　Ａｒ１及びＡｒ２は、各々独立に、置換基を有していてもよい含窒素複素環基を表す。
ｎは、１～５の整数を表す。）
　（Ａｒ１及びＡｒ２について）
　Ａｒ１及びＡｒ２は、各々独立に、置換基を有していてもよい含窒素複素環基を表す。
【００９０】
　含窒素複素環基としては、例えば、インドール環、ベンゾインドール環、インドレニン
環、ベンゾインドレニン環、オキサゾール環、ベンゾオキサゾール環、チアゾール環、ベ
ンゾチアゾール環、ベンゾイミダゾール環やキノリン環が挙げられる。中でも、高輝度と
いう点で、インドール環、ベンゾインドール環、インドレニン環、ベンゾインドレニン環
が好ましく、インドール環、ベンゾインドレニン環がより好ましい。
【００９１】
　また、Ａｒ１及びＡｒ２における含窒素複素環が有していてもよい置換基としては、本
発明の効果を損わない限り特に制限はないが、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプ
ロピル基、ブチル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ペンチル
基、イソペンチル基、ネオペンチル基、ｔｅｒｔ－ペンチル基などの脂肪族炭化水素基；
フェニル基、ｏ－トリル基、ｍ－トリル基、ｐ－トリル基、キシリル基、メシチル基、ｏ
－クメニル基、ｍ－クメニル基、ｐ－クメニル基などの芳香族炭化水素環基；
メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、イソプロポキシ基、ブトキシ基、イソブトキシ
基、ｓｅｃ－ブトキシ基、ｔｅｒｔ－ブトキシ基、ペンチルオキシ基などのアルコキシ基
；
フェノキシ基などのアリールオキシ基；
ベンジルオキシ基などのアラルキルオキシ基；
メトキシカルボニル基、エトキシカルボニル基、プロポキシカルボニル基、アセトキシ基
、ベンゾイルオキシ基などのエステル結合を有する基；
メチルスルファモイル基、ジメチルスルファモイル基、エチルスルファモイル基、ジエチ
ルスルファモイル基、ｎ－プロピルスルファモイル基、ジ－ｎ－プロピルスルファモイル
基、イソプロピルスルファモイル基、ジイソプロピルスルファモイル基、ｎ－ブチルスル
ファモイル基、ジ－ｎ－ブチルスルファモイル基などのアルキルスルファモイル基；
メチルスルホニル基、エチルスルホニル基、プロピルスルホニル基、イソプロピルスルホ
ニル基、ｎ－ブチルスルホニル基、イソブチルスルホニル基、ｓｅｃ－ブチルスルホニル
基、ｔｅｒｔ－ブチルスルホニル基などのアルキルスルホニル基；
フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子などのハロゲン原子；
ニトロ基、シアノ基が挙げられる。
【００９２】
　尚、上記置換基が水素原子を有する場合、該水素原子は、例えば、フッ素原子、塩素原
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子、臭素原子、ヨウ素原子などのハロゲン原子；メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基
、イソプロポキシ基、ブトキシ基、イソブトキシ基、ｓｅｃ－ブトキシ基、ｔｅｒｔ－ブ
トキシ基、ペンチルオキシ基などのアルコキシ基；フェノキシ基、ベンジルオキシ基など
のアリールオキシ基；フェニル基、ｏ－トリル基、ｍ－トリル基、ｐ－トリル基、キシリ
ル基、メシチル基、ｏ－クメニル基、ｍ－クメニル基、ｐ－クメニル基などの芳香族炭化
水素環基；カルボキシ基；シアノ基；ニトロ基；等によって置換されていてもよい。
【００９３】
　（ｎについて）
　ｎは、１～５の整数を表す。
ｎは、耐熱性の点で、１～５が好ましく、１～３が特に好ましい。
上記式（Ｖ）で表される化合物は、カチオン部位において、シス－トランス異性体が存在
するが、いずれの異性体であってもよい。
【００９４】
　前記式（Ｖ）で表される化合物は、塗膜の明度及び耐熱性を高くする点で下記式（Ｖ－
１）で表される化合物がより好ましい。
【００９５】
【化２１】

【００９６】
（上記式（Ｖ－１）中、Ｒ５１及びＲ５２は、前記式（ＩＩ）におけると同義である。
Ｒ３０１及びＲ３０２は、各々独立に、置換基を有していてもよい炭素数１～２０の脂肪
族炭化水素基を表す。
　Ｒ５１及びＲ５２は、各々独立に、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ－、－Ｓｅ－又は－ＣＲ３０

３Ｒ３０４－を表す。
【００９７】
　Ｒ３０３及びＲ３０４は、各々独立に，水素原子、又は炭素数１～６の脂肪族炭化水素
基を表す。
　但し、Ｒ３１及びＲ３２が、－ＣＲ３０３Ｒ３０４－である場合、Ｒ３０３同士が、互
いに結合して、環を形成していてもよい。該環は、置換基を有していてもよい。
環Ｙ１及びＹ２は、各々独立に、置換基を有してもよいベンゼン環、又は置換基を有して
いてもよいナフタレン環を表す。）
　（Ｒ３０１及びＲ３０２について）
　Ｒ３０１及びＲ３０２は、各々独立に、置換基を有していてもよい、炭素数１～２０の
脂肪族炭化水素基を表す。
【００９８】
　脂肪族炭化水素基としては、例えば、メチル基、エチル基、ビニル基、エチニル基、プ
ロピル基、イソプロピル基、イソプロペニル基、１－プロペニル基、２－プロペニル基、
２－プロピニル基、ブチル基、イソブチル基、ｓｅｃ－ブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、
２－ブテニル基、１，３－ブタジエニル基、ペンチル基、イソペンチル基、ネオペンチル
基、ｔｅｒｔ－ペンチル基、１－メチルペンチル基、２－メチルペンチル基、２－ペンテ
ン－４－イニル基、ヘキシル基、イソヘキシル基、５－メチルヘキシル基、ヘプチル基、
オクチル基が挙げられる。
【００９９】
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　また、脂肪族炭化水素基が有していてもよい置換基としては、例えば、フェニル基、ｏ
－トリル基、ｍ－トリル基、ｐ－トリル基、キシリル基、メシチル基、ｏ－クメニル基、
ｍ－クメニル基、ｐ－クメニル基などの芳香族炭化水素環基；
　メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、イソプロポキシ基、ブトキシ基、イソブトキ
シ基、ｓｅｃ－ブトキシ基、ｔｅｒｔ－ブトキシ基、ペンチルオキシ基、フェノキシ基、
ベンジルオキシ基などのアルコキシ基；
フルオロ基、クロロ基、ブロモ基、ヨード基などのハロゲン基；
さらには、カルボキシ基、ニトロ基、シアノ基が挙げられる。
【０１００】
　Ｒ301及びＲ302は、それぞれ、炭素数１～８のアルキル基であることが好ましく、炭素
数１～５のアルキル基であることがより好ましい。
　Ｒ６１及びＲ６２は、各々独立に、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ－、－Ｓｅ－又は－ＣＲ３０

３Ｒ３０４－を表す。
　Ｒ３０３及びＲ３０４は、各々独立に，水素原子、又は炭素数１～６の脂肪族炭化水素
基を表す。
【０１０１】
　但し、Ｒ６１及びＲ６２が、－ＣＲ３０３Ｒ３０４－である場合、Ｒ３０３同士が、互
いに結合して、環を形成していてもよい。
　Ｒ６１とＲ６２とが互いに結合して形成していてもよい環の、好ましい具体例としては
、例えば以下のものが挙げられるが、本発明はこれらに限定されるものではない。
【０１０２】

【化２２】

【０１０３】
　環Ｙ１及びＹ２は、各々独立に、置換基を有してもよいベンゼン環、又は置換基を有し
ていてもよいナフタレン環を表す。
　Ｒ３０３及びＲ３０４における脂肪族炭化水素基、Ｒ３１及びＲ３２が互いに結合して
形成していてもよい環、並びに環Ｙ１及びＹ２におけるベンゼン環及びナフタレン環が有
していてもよい置換基としては、前記Ｒ３０１及びＲ３０２における脂肪族炭化水素基が
有していてもよい置換基が挙げられる。
【０１０４】
　Ｒ５１及びＲ５２は、前記式（ＩＩ）におけるＲ１１及びＲ１２と同義である。好まし
い態様も同様である。
　また、前記式（Ｖ）で表される化合物は、例えば、Ｒ３０１～Ｒ３０２並びにＲ６１及
びＲ６２から、リンカーを伸ばして、２量体や３量体などを形成していてもよい。
　尚、上記式（Ｖ）で表される化合物は、カチオン部位（括弧内で表される部分構造）に
おいて、シス－トランス異性体が存在するが、いずれの異性体であってもよい。
【０１０５】
　（含有量）
　本発明の着色樹脂組成物中の前記式（Ｉ）で表される化合物の含有量は、全固形分中、
好ましくは１重量％以上、より好ましくは３重量％以上、特に好ましくは５重量％以上、
また通常５０重量％以下、より好ましくは４０重量％以下、特に好ましくは３０重量％以
下である。
【０１０６】
　上記範囲内であると、塗膜の硬化性が低下し難く、膜強度が十分であり、また、着色力



(26) JP 2012-201694 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

が低下し難く、色度が十分な濃度で得られ、更に、膜厚が厚くなり難いため好ましい。
　尚、前記式（Ｉ）で表される化合物の、着色樹脂組成物（特に該組成物中に含まれる溶
剤）への溶解性が低い場合には、後述する任意成分である顔料と同様に、分散剤などを使
用して組成物中へ分散させて使用してもよい。しかし、液晶表示装置に適用した場合のコ
ントラストの高さ等の点からは、前記式（Ｉ）で表される化合物は、着色樹脂組成物中に
溶解した状態で存在することが好ましい。
【０１０７】
　本発明の着色樹脂組成物中には、（Ａ）色材として、式（Ｉ）で表される化合物（染料
）の１種のみが含まれていてもよく、２種以上が含まれていてもよく、更に他の色材の１
種又は２種以上が含まれていてもよい。
　尚、（Ａ）色材は、前記式（Ｉ）で表される化合物の他に、下記［その他の色材］の項
で挙げたその他の染料及び後述の（Ｆ）顔料を含有していてもよく、本発明の着色樹脂組
成物中における全（Ａ）色材の含有量は、全固形分に対し、通常１重量％以上、好ましく
は３重量％以上、より好ましくは５重量％以上、また通常５０重量％以下、好ましくは４
０重量％以下、より好ましくは３０重量％以下である。
【０１０８】
　上記範囲内であると、色濃度に対して膜厚が適度であり、液晶セル化の際のギャップ制
御が容易である。更に、分散安定性が高く、再凝集や増粘などが生じ難いため好ましい。
　本発明の着色樹脂組成物において、前記式（Ｉ）で表される化合物の含有量が、通常、
（Ａ）色材全量に対し、５重量％以上、好ましくは２０重量％以上、より好ましくは３０
重量％以上、特に好ましくは４０重量％以上である。
【０１０９】
　尚、（Ａ）色材が、全て前記式（Ｉ）で表される化合物であることが好ましいため、上
限は通常１００重量％以下である。
　上記範囲内であると、本発明の効果が良好に得られる点で好ましい。
　［その他の色材］
　本発明の着色樹脂組成物は、（Ａ）色材として前記式（Ｉ）で表される化合物を含むが
、本発明の効果を損わない限り、その他の染料を含んでいてもよい。
【０１１０】
　その他の染料としては、例えば、アゾ系染料、アントラキノン系染料、フタロシアニン
系染料、キノンイミン系染料、キノリン系染料、ニトロ系染料、カルボニル系染料、メチ
ン系染料、シアニン系染料、トリアリールメタン系染料等が好ましく挙げられる。 これ
らは、架橋性基を有していなくてもよい。
  アゾ系染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１１，Ｃ．Ｉ．アシッドオレ
ンジ７，Ｃ．Ｉ．アシッドレッド３７，Ｃ．Ｉ．アシッドレッド１８０，Ｃ．Ｉ．アシッ
ドブルー２９，Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド２８，Ｃ．Ｉ．ダイレクトレッド８３，Ｃ．Ｉ
．ダイレクトイエロー１２，Ｃ．Ｉ．ダイレクトオレンジ２６，Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリ
ーン２８，Ｃ．Ｉ．ダイレクトグリーン５９，Ｃ．Ｉ．リアクティブイエロー２，Ｃ．Ｉ
．リアクティブレッド１７，Ｃ．Ｉ．リアクティブレッド１２０，Ｃ．Ｉ．リアクティブ
ブラック５，Ｃ．Ｉ．ディスパースオレンジ５，Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド５８，Ｃ．
Ｉ．ディスパースブルー１６５，Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー４１，Ｃ．Ｉ．ベーシックレ
ッド１８，Ｃ．Ｉ．モルダントレッド７，Ｃ．Ｉ．モルダントイエロー５，Ｃ．Ｉ．モル
ダントブラック７等が挙げられる。 
【０１１１】
  アントラキノン系染料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．バットブルー４，Ｃ．Ｉ．アシッド
ブルー４０，Ｃ．Ｉ．アシッドグリーン２５，Ｃ．Ｉ．リアクティブブルー１９，Ｃ．Ｉ
．リアクティブブルー４９，Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド６０，Ｃ．Ｉ．ディスパースブ
ルー５６，Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー６０等が挙げられる。 
  この他、フタロシアニン系染料として、例えば、Ｃ．Ｉ．パッドブルー５等が、キノン
イミン系染料として、例えば、Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー３，Ｃ．Ｉ．ベーシックブルー
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９等が、キノリン系染料として、例えば、Ｃ．Ｉ．ソルベントイエロー３３，Ｃ．Ｉ．ア
シッドイエロー３，Ｃ．Ｉ．ディスパースイエロー６４等が、ニトロ系染料として、例え
ば、Ｃ．Ｉ．アシッドイエロー１，Ｃ．Ｉ．アシッドオレンジ３，Ｃ．Ｉ．ディスパース
イエロー４２等が挙げられる。
【０１１２】
　また、トリアリールメタン系染料としては、例えば、国際公開第２００９／１０７７３
４号パンフレットなどに記載のものが挙げられる。
　更に、シアニン系染料としては、例えば、特願２０１０－１４２７４８に記載のものが
挙げられ、好ましい態様も同様である。
  本発明の着色樹脂組成物は、（Ａ）色材として前記式（Ｉ）で表される化合物のみを含
有してもよく、前記その他の染料以外に、耐熱性及び耐光性の向上の点から、（Ｆ）顔料
を含有することが好ましい。
【０１１３】
　本発明における（Ｆ）顔料としては、青色顔料、緑色顔料、赤色顔料、黄色顔料、紫色
顔料、オレンジ顔料、ブラウン顔料、黒色顔料等各種の色の顔料を使用することができる
。また、その構造としてはアゾ系、フタロシアニン系、キナクリドン系、ベンズイミダゾ
ロン系、イソインドリン系、キノフタロン系、イソインドリノン系、ジオキサジン系、イ
ンダンスレン系、ペリレン系等の有機顔料の他に種々の無機顔料等も利用可能である。
【０１１４】
　これら使用できる（Ｆ）顔料としては、例えば、特開２００９－０２５８１３号公報に
記載の顔料を用いることができる。
　本発明の着色樹脂組成物が、特に青色の着色樹脂組成物である場合、用いられる顔料と
しては、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）ピグメントブルー１５：６を用いることが特に
好ましい。
【０１１５】
　この際に、含まれる本発明の染料としては、前記式（ＩＶ）で表される化合物とを組み
合わせることが特に好ましい。
　［（Ｂ）溶剤］
　本発明の着色樹脂組成物は、（Ｂ）溶剤を含有する。溶剤は、着色樹脂組成物に含まれ
る各成分を溶解または分散させ、粘度を調節する機能を有する。
【０１１６】
　該（Ｂ）溶剤としては、着色樹脂組成物を構成する各成分を溶解または分散させること
ができるものであればよく、沸点が１００～２００℃の範囲のものを選択するのが好まし
い。より好ましくは１２０～１７０℃の沸点をもつものである。
　このような溶剤としては、例えば、次のようなものが挙げられる。
　エチレングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エ
チレングリコールモノプロピルエーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、プロ
ピレングリコールモノメチルエーテル、プロピレングリコール－モノｔ－ブチルエーテル
、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル
、メトキシメチルペンタノール、プロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレ
ングリコールモノエチルエーテル、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、３－メ
チル－３－メトキシブタノール、トリプロピレングリコールモノメチルエーテルのような
グリコールモノアルキルエーテル類；
　エチレングリコールジメチルエーテル、エチレングリコールジエチルエーテル、ジエチ
レングリコールジメチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレン
グリコールジプロピルエーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテルのようなグリコ
ールジアルキルエーテル類；
　エチレングリコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエ
ーテルアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレング
リコールモノエチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノプロピルエーテルア
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セテート、メトキシブチルアセテート、３－メトキシブチルアセテート、メトキシペンチ
ルアセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート、ジエチレングリコ
ールモノブチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテ
ート、３－メチル－３－メトキシブチルアセテートのようなグリコールアルキルエーテル
アセテート類；
　ジエチルエーテル、ジプロピルエーテル、ジイソプロピルエーテル、ジアミルエーテル
、エチルイソブチルエーテル、ジヘキシルエーテルのようなエーテル類；
　アセトン、メチルエチルケトン、メチルアミルケトン、メチルイソプロピルケトン、メ
チルイソアミルケトン、ジイソプロピルケトン、ジイソブチルケトン、メチルイソブチル
ケトン、シクロヘキサノン、エチルアミルケトン、メチルブチルケトン、メチルヘキシル
ケトン、メチルノニルケトンのようなケトン類；
　エタノール、プロパノール、ブタノール、ヘキサノール、シクロヘキサノール、エチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール
、グリセリンのような１価または多価アルコール類；
　ｎ－ペンタン、ｎ－オクタン、ジイソブチレン、ｎ－ヘキサン、ヘキセン、イソプレン
、ジペンテン、ドデカンのような脂肪族炭化水素類；
　シクロヘキサン、メチルシクロヘキサン、メチルシクロヘキセン、ビシクロヘキシルの
ような脂環式炭化水素類；
　ベンゼン、トルエン、キシレン、クメンのような芳香族炭化水素類；
　アミルホルメート、エチルホルメート、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸プロピル、酢酸
アミル、メチルイソブチレート、エチレングリコールアセテート、エチルプロピオネート
、プロピルプロピオネート、酪酸ブチル、酪酸イソブチル、イソ酪酸メチル、エチルカプ
リレート、ブチルステアレート、エチルベンゾエート、３－エトキシプロピオン酸メチル
、３－エトキシプロピオン酸エチル、３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプ
ロピオン酸エチル、３－メトキシプロピオン酸プロピル、３－メトキシプロピオン酸ブチ
ル、γ－ブチロラクトンのような鎖状または環状エステル類；
　３－メトキシプロピオン酸、３－エトキシプロピオン酸のようなアルコキシカルボン酸
類；
　ブチルクロライド、アミルクロライドのようなハロゲン化炭化水素類；
　メトキシメチルペンタノンのようなエーテルケトン類；
　アセトニトリル、ベンゾニトリルのようなニトリル類：
　上記に該当する市販の溶剤としては、ミネラルスピリット、バルソル＃２、アプコ＃１
８ソルベント、アプコシンナー、ソーカルソルベントＮｏ．１およびＮｏ．２、ソルベッ
ソ＃１５０、シェルＴＳ２８　ソルベント、カルビトール、エチルカルビトール、ブチル
カルビトール、メチルセロソルブ、エチルセロソルブ、エチルセロソルブアセテート、メ
チルセロソルブアセテート、ジグライム（いずれも商品名）などが挙げられる。
【０１１７】
　これらの溶媒は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
　上記溶剤中、前述の本発明に係る（Ａ）色材の溶解性の点から、グリコールモノアルキ
ルエーテル類が好ましい。中でも、特に組成物中の各種構成成分の溶解性の点からプロピ
レングリコールモノメチルエーテルが特に好ましい。
　また、例えば任意成分として前記（Ｆ）顔料を含む場合には、塗布性、表面張力などの
バランスがよく、組成物中の構成成分の溶解度が比較的高い点からは、溶剤としてさらに
グリコールアルキルエーテルアセテート類を混合して使用することがより好ましい。なお
、顔料を含む組成物中では、グリコールモノアルキルエーテル類は極性が高く、顔料を凝
集させる傾向があり、着色樹脂組成物の粘度を上げる等、保存安定性を低下させる場合が
ある。このため、グリコールモノアルキルエーテル類の使用量は過度に多くない方が好ま
しく、（Ｂ）溶剤中のグリコールモノアルキルエーテル類の割合は５～５０重量％が好ま
しく、５～３０重量％がより好ましい。
【０１１８】
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　また、最近の大型基板等に対応したスリットコート方式への適性という観点からは、１
５０℃以上の沸点をもつ溶剤を併用することも好ましい。この場合、このような高沸点溶
剤の含有量は、（Ｂ）溶剤全体に対して３～５０重量％が好ましく、５～４０重量％がよ
り好ましく、５～３０重量％が特に好ましい。高沸点溶剤の量が少なすぎると、例えばス
リットノズル先端で色材成分などが析出・固化して異物欠陥を惹き起こす可能性があり、
また多すぎると組成物の乾燥速度が遅くなり、後述するカラーフィルタ製造工程における
、減圧乾燥プロセスのタクト不良や、プリベークのピン跡といった問題を惹き起こすこと
が懸念される。
【０１１９】
　なお、沸点１５０℃以上の溶剤は、グリコールアルキルエーテルアセテート類であって
も、またグリコールアルキルエーテル類であってもよく、この場合は、沸点１５０℃以上
の溶剤を別途含有させなくてもかまわない。
　本発明の着色樹脂組成物は、インクジェット法によるカラーフィルタ製造に供してもよ
いが、インクジェット法によるカラーフィルタ製造においては、ノズルから発せられるイ
ンクは数～数十ｐＬと非常に微小であるため、ノズル口周辺あるいは画素バンク内に着弾
する前に、溶剤が蒸発してインクが濃縮・乾固する傾向がある。これを回避するためには
溶剤の沸点は高い方が好ましく、具体的には、（Ｂ）溶剤が沸点１８０℃以上の溶剤を含
むことが好ましい。特に、沸点が２００℃以上、とりわけ沸点が２２０℃以上の溶剤を含
有することが好ましい。また、沸点１８０℃以上である高沸点溶剤は、（Ｂ）溶剤中５０
重量％以上であることが好ましい。
【０１２０】
　上記範囲内であると、インク液滴からの溶剤の蒸発防止効果が有効に発揮される為好ま
しい。
　本発明の着色樹脂組成物において、（Ｂ）溶剤の含有量に特に制限はないが、その上限
は通常９９重量％とする。
　上記範囲内であると、塗布膜を形成するのに十分でるため好ましい。
【０１２１】
　また、（Ｂ）溶剤の含有量の下限値は、塗布に適した粘性等を考慮して、通常７５重量
％、好ましくは８０重量％、更に好ましくは８２重量％である。
　［（Ｃ）バインダー樹脂］
　（Ｃ）バインダー樹脂は、硬化手段により好ましい樹脂は異なる。
　本発明の着色樹脂組成物が光重合性樹脂組成物である場合、（Ｃ）バインダー樹脂とし
ては、例えば特開平７－２０７２１１号、特開平８－２５９８７６号、特開平１０－３０
０９２２号、特開平１１－１４０１４４号、特開平１１－１７４２２４号、特開２０００
－５６１１８号、特開２００３－２３３１７９号などの各公報等に記載される高分子化合
物を使用することができるが、中でも好ましくは下記（Ｃ－１）～（Ｃ－５）の樹脂など
が挙げられる。
【０１２２】
　（Ｃ－１）：エポキシ基含有（メタ）アクリレートと、他のラジカル重合性単量体との
共重合体に対し、該共重合体が有するエポキシ基の少なくとも一部に不飽和一塩基酸を付
加させてなる樹脂、又は該付加反応により生じた水酸基の少なくとも一部に多塩基酸無水
物を付加させて得られる、アルカリ可溶性樹脂（以下、「樹脂（Ｃ－１）」と称す場合が
ある。）
　（Ｃ－２）：カルボキシル基含有直鎖状アルカリ可溶性樹脂（Ｃ－２）（以下、「樹脂
（Ｃ－２）」と称す場合がある。）
　（Ｃ－３）：前記樹脂（Ｃ－２）のカルボキシル基部分に、エポキシ基含有不飽和化合
物を付加させた樹脂（以下「樹脂（Ｃ－３）」と称す場合がある。）
　（Ｃ－４）：（メタ）アクリル系樹脂（以下、「樹脂（Ｃ－４）」と称す場合がある。
）
　（Ｃ－５）：カルボキシル基を有するエポキシアクリレート樹脂（以下「樹脂（Ｃ－５
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　このうち特に好ましくは樹脂（Ｃ－１）が挙げられ、以下該樹脂について説明する。
【０１２３】
　尚、樹脂（Ｃ－２）～（Ｃ－５）は、アルカリ性の現像液によって溶解され、目的とす
る現像処理が遂行される程度に溶解性を有するものであれば何でもよく、各々、特開２０
０９－０２５８１３号公報の同項目として記載のものと同様である。好ましい態様も同様
である。
（Ｃ－１）：エポキシ基含有（メタ）アクリレートと、他のラジカル重合性単量体との共
重合体に対し、該共重合体が有するエポキシ基の少なくとも一部に不飽和一塩基酸を付加
させてなる樹脂、或いは該付加反応により生じた水酸基の少なくとも一部に多塩基酸無水
物を付加させて得られるアルカリ可溶性樹脂
　樹脂（Ｃ－１）の特に好ましい樹脂の一つとして、エポキシ基含有（メタ）アクリレー
ト５～９０モル％と、他のラジカル重合性単量体１０～９５モル％との共重合体に対し、
該共重合体が有するエポキシ基の１０～１００モル％に不飽和一塩基酸を付加させてなる
樹脂、或いは該付加反応により生じた水酸基の１０～１００モル％に多塩基酸無水物を付
加させて得られるアルカリ可溶性樹脂が挙げられる。
【０１２４】
　そのエポキシ基含有（メタ）アクリレートとしては、例えば、グリシジル（メタ）アク
リレート、３，４－エポキシブチル（メタ）アクリレート、（３，４－エポキシシクロヘ
キシル）メチル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレートグリ
シジルエーテル等が例示できる。中でもグリシジル（メタ）アクリレートが好ましい。こ
れらのエポキシ基含有（メタ）アクリレートは１種を単独で用いてもよく、２種以上を併
用してもよい。
【０１２５】
　上記エポキシ基含有（メタ）アクリレートと共重合させる他のラジカル重合性単量体と
しては、本発明の効果を損わない限り特に制限はなく、例えば、ビニル芳香族類、ジエン
類、（メタ）アクリル酸エステル類、（メタ）アクリル酸アミド類、ビニル化合物類、不
飽和ジカルボン酸ジエステル類、モノマレイミド類などが挙げられるが、特に下記式（７
）で表される構造を有するモノ（メタ）アクリレートが好ましい。
【０１２６】
　下記式（７）で表される構造を有するモノ（メタ）アクリレートに由来する繰返し単位
は、「他のラジカル重合性単量体」に由来する繰返し単位中、５～９０モル％含有するも
のが好ましく、１０～７０モル％含有するものが更に好ましく、１５～５０モル％含有す
るものが特に好ましい。
【０１２７】
【化２３】

【０１２８】
　上記式（７）中、Ｒ８９は水素原子又はメチル基を示し、Ｒ９０は下記式（８）で表さ
れる構造を示す。
【０１２９】
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【化２４】

【０１３０】
　上記式（８）中、Ｒ９１～Ｒ９８は、各々独立に、水素原子又は炭素数１～３のアルキ
ル基を示す。尚、Ｒ９６とＲ９８とが、互いに連結して環を形成していてもよい。
　Ｒ９６とＲ９８が連結して形成される環は、脂肪族環であるのが好ましく、飽和又は不
飽和のいずれでもよく、更に炭素数は５～６であることが好ましい。
　中でも、式（８）で表される構造中、特に下記構造式（８ａ）、（８ｂ）、又は（８ｃ
）で表されるものが好ましい。
【０１３１】

【化２５】

【０１３２】
　尚、前記式（８）で表される構造を有するモノ（メタ）アクリレートは、１種を単独で
用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
　前記式（８）で表される構造を有するモノ（メタ）アクリレート以外の、「他のラジカ
ル重合性単量体」としては、着色樹脂組成物に優れた耐熱性及び強度を向上しうる点で、
スチレン、（メタ）アクリル酸－ｎ－ブチル、（メタ）アクリル酸－ｔｅｒｔ－ブチル、
（メタ）アクリル酸シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸イソボロニル、（メタ）アクリ
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ル酸アダマンチル、（メタ）アクリル酸ベンジル、（メタ）アクリル酸－２－ヒドロキシ
エチル、Ｎ－フェニルマレイミド、Ｎ－シクロヘキシルマレイミド、が挙げられる。
【０１３３】
　上記モノマー群から選択された少なくとも１種に由来する繰返し単位の含有量が、１～
７０モル％であるものが好ましく、３～５０モル％であるものが更に好ましい。
　尚、前記エポキシ基含有（メタ）アクリレートと、前記他のラジカル重合性単量体との
共重合反応には、公知の溶液重合法が適用される。
　本発明において、前記エポキシ基含有（メタ）アクリレートと前記他のラジカル重合性
単量体との共重合体としては、エポキシ基含有（メタ）アクリレートに由来する繰返し単
位５～９０モル％と、他のラジカル重合性単量体に由来する繰返し単位１０～９５モル％
と、からなるものが好ましく、前者２０～８０モル％と、後者８０～２０モル％とからな
るものが更に好ましく、前者３０～７０モル％と、後者７０～３０モル％とからなるもの
が特に好ましい。
【０１３４】
　上記範囲内であると、後述の重合性成分及びアルカリ可溶性成分の付加量が十分であり
、また、耐熱性や強度が十分であるため好ましい。
　上記の様に合成された、エポキシ基含有共重合体のエポキシ基部分に、不飽和一塩基酸
（重合性成分）と、更に多塩基酸無水物（アルカリ可溶性成分）とを反応させる。
　ここで、エポキシ基に付加させる不飽和一塩基酸としては、公知のものを使用すること
ができ、例えば、エチレン性不飽和二重結合を有する不飽和カルボン酸が挙げられる。
【０１３５】
　具体例としては、（メタ）アクリル酸、クロトン酸、ｏ－、ｍ－、ｐ－ビニル安息香酸
、α－位がハロアルキル基、アルコキシル基、ハロゲン原子、ニトロ基、又はシアノ基な
どで置換された（メタ）アクリル酸等のモノカルボン酸等が挙げられる。中でも好ましく
は（メタ）アクリル酸である。これらは１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用して
もよい。
【０１３６】
　このような成分を付加させることにより、本発明で用いるバインダー樹脂に重合性を付
与することができる。
　これらの不飽和一塩基酸は、通常、前記共重合体が有するエポキシ基の１０～１００モ
ル％に付加させるが、好ましくは３０～１００モル％、より好ましくは５０～１００モル
％に付加させる。前記範囲内であると、着色樹脂組成物の経時安定性に優れるため好まし
い。尚、共重合体のエポキシ基に不飽和一塩基酸を付加させる方法としては、公知の方法
を採用することができる。
【０１３７】
　更に、共重合体のエポキシ基に不飽和一塩基酸を付加させたときに生じる水酸基に付加
させる多塩基酸無水物としては、公知のものが使用できる。
　例えば、無水マレイン酸、無水コハク酸、無水イタコン酸、無水フタル酸、テトラヒド
ロ無水フタル酸、ヘキサヒドロ無水フタル酸、無水クロレンド酸等の二塩基酸無水物；無
水トリメリット酸、無水ピロメリット酸、ベンゾフェノンテトラカルボン酸無水物、ビフ
ェニルテトラカルボン酸無水物等の三塩基以上の酸の無水物が挙げられる。中でも、無水
コハク酸及びテトラヒドロ無水フタル酸が好ましい。これらの多塩基酸無水物は１種を単
独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【０１３８】
　このような成分を付加させることにより、本発明で用いるバインダー樹脂にアルカリ可
溶性を付与することができる。
　これらの多塩基酸無水物は、通常、前記共重合体が有するエポキシ基に、不飽和一塩基
酸を付加させることにより生じる水酸基の１０～１００モル％に付加させるが、好ましく
は２０～９０モル％、より好ましくは３０～８０モル％に付加させる。
【０１３９】
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　上記範囲内であると、現像時の残膜率及び溶解性が十分であるため好ましい。
　尚、当該水酸基に多塩基酸無水物を付加させる方法としては、公知の方法を採用するこ
とができる。
　更に、光感度を向上させるために、前述の多塩基酸無水物を付加させた後、生成したカ
ルボキシル基の一部にグリシジル（メタ）アクリレートや重合性不飽和基を有するグリシ
ジルエーテル化合物を付加させてもよい。このような樹脂の構造に関しては、例えば特開
平８－２９７３６６号公報や特開２００１－８９５３３号公報に記載されている。
【０１４０】
　上述のバインダー樹脂（Ｃ－１）の、ＧＰＣ（ゲルパーミエーションクロマトグラフィ
ー）で測定したポリスチレン換算の重量平均分子量（Ｍｗ）は、３０００～１０００００
が好ましく、５０００～５００００が特に好ましい。上記範囲内であると、耐熱性や膜強
度、更に現像液に対する溶解性が量である点で好ましい。
　また、分子量分布の目安として、重量平均分子量（Ｍｗ）／数平均分子量（Ｍｎ）の比
は、２．０～５．０が好ましい。
【０１４１】
　なお、バインダー樹脂（Ｃ－１）の酸価は、通常１０～２００ｍｇ－ＫＯＨ／ｇ、好ま
しくは１５～１５０ｍｇ－ＫＯＨ／ｇ、更に好ましくは２５～１００ｍｇ－ＫＯＨ／ｇで
ある。酸価が低くなりすぎると、現像液に対する溶解性が低下する場合がある。逆に、高
すぎると、膜荒れが生じることがある。
　（Ｃ）バインダー樹脂の含有量は、全固形分中、通常０．１～８０重量％、好ましくは
１～６０重量％である。
【０１４２】
　上記範囲内であると、基板への密着性が良好であり、また露光部への現像液の浸透性が
適度で、画素の表面平滑性や感度が良好である点で好ましい。
　［（Ｄ）重合性モノマー］
　本発明の着色樹脂組成物は、（Ｄ）重合性モノマーを含有することが好ましい。
（Ｄ）重合性モノマーは、重合可能な低分子化合物であれば特に制限はないが、エチレン
性二重結合を少なくとも１つ有する付加重合可能な化合物（以下、「エチレン性化合物」
と言う場合がある。）が好ましい。
【０１４３】
　エチレン性化合物は、本発明の着色樹脂組成物が活性光線の照射を受けた場合、後述す
る光重合開始系の作用により付加重合し、硬化するようなエチレン性二重結合を有する化
合物である。尚、本発明における（Ｄ）重合性モノマーは、いわゆる高分子物質に相対す
る概念を意味し、狭義の単量体以外に二量体、三量体、オリゴマーも包含する。
　（Ｄ）重合性モノマーにおけるエチレン性化合物としては、例えば、（メタ）アクリル
酸等の不飽和カルボン酸；モノヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステル；脂肪
族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステル；芳香族ポリヒドロキシ化合物
と不飽和カルボン酸とのエステル；不飽和カルボン酸と多価カルボン酸及び前述の脂肪族
ポリヒドロキシ化合物、芳香族ポリヒドロキシ化合物等の多価ヒドロキシ化合物とのエス
テル化反応により得られるエステル；ポリイソシアネート化合物と（メタ）アクリロイル
基含有ヒドロキシ化合物とを反応させたウレタン骨格を有するエチレン性化合物；等が挙
げられる。
【０１４４】
　脂肪族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステルとしては、エチレングリ
コールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリ
メチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メタ）アク
リレート、ペンタエリスリトールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（
メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリ
スリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリ
レート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、グリセロール（メタ）ア
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クリレート等の（メタ）アクリル酸エステルが挙げられる。また、これら（メタ）アクリ
ル酸エステルの（メタ）アクリル酸部分を、イタコン酸部分に代えたイタコン酸エステル
、クロトン酸部分に代えたクロトン酸エステル、或いは、マレイン酸部分に代えたマレイ
ン酸エステル等が挙げられる。
【０１４５】
　芳香族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステルとしては、ハイドロキノ
ンジ（メタ）アクリレート、レゾルシンジ（メタ）アクリレート、ピロガロールトリ（メ
タ）アクリレート等が挙げられる。
　不飽和カルボン酸と多価カルボン酸及び多価ヒドロキシ化合物とのエステル化反応によ
り得られるエステルは、必ずしも単一物ではなく、混合物であってもよい。代表例として
は、（メタ）アクリル酸、フタル酸、及びエチレングリコールの縮合物；（メタ）アクリ
ル酸、マレイン酸、及びジエチレングリコールの縮合物；（メタ）アクリル酸、テレフタ
ル酸、及びペンタエリスリトールの縮合物；（メタ）アクリル酸、アジピン酸、ブタンジ
オール、及びグリセリンの縮合物等が挙げられる。
【０１４６】
　ポリイソシアネート化合物と（メタ）アクリロイル基含有ヒドロキシ化合物とを反応さ
せたウレタン骨格を有するエチレン性化合物としては、ヘキサメチレンジイソシアネート
、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート等の脂肪族ジイソシアネート；シクロヘキ
サンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート等の脂環式ジイソシアネート；トリ
レンジイソシアネート、ジフェニルメタンジイソシアネート等の芳香族ジイソシアネート
と、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシ〔１，１，１－トリ（
メタ）アクリロイルオキシメチル〕プロパン等の（メタ）アクリロイル基含有ヒドロキシ
化合物との反応物が挙げられる。
【０１４７】
　その他、本発明に用いられるエチレン性化合物の例としては、エチレンビス（メタ）ア
クリルアミド等の（メタ）アクリルアミド類；フタル酸ジアリル等のアリルエステル類；
ジビニルフタレート等のビニル基含有化合物等が挙げられる。
　これらの中では脂肪族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステルが好まし
く、ペンタエリスリトール又はジペンタエリスリトールの（メタ）アクリル酸エステルが
より好ましく、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレートが特に好ましい。
【０１４８】
　また、エチレン性化合物は酸価を有するモノマーであってもよい。酸価を有するモノマ
ーとしては、例えば、脂肪族ポリヒドロキシ化合物と不飽和カルボン酸とのエステルであ
り、脂肪族ポリヒドロキシ化合物の未反応のヒドロキシル基に非芳香族カルボン酸無水物
を反応させて酸基を持たせた多官能単量体が好ましく、特に好ましくは、このエステルに
おいて、脂肪族ポリヒドロキシ化合物がペンタエリスリトール及び／又はジペンタエリス
リトールであるものである。
【０１４９】
　これらの単量体は１種を単独で用いてもよいが、製造上、単一の化合物を得ることは難
しいことから、２種以上の混合物を使用してもよい。
　また、必要に応じて（Ｄ）重合性モノマーとして酸基を有しない多官能モノマーと酸基
を有する多官能モノマーを併用してもよい。
　酸基を有する多官能モノマーの好ましい酸価としては、０．１～４０ｍｇ－ＫＯＨ／ｇ
であり、特に好ましくは５～３０ｍｇ－ＫＯＨ／ｇである。
【０１５０】
　上記範囲内であると、現像溶解特性が低下しにくく、また製造や取り扱いが容易である
。更に、光重合性能が落ち難く、画素の表面平滑性等の硬化性が良好であるため好ましい
。
　本発明において、より好ましい酸基を有する多官能モノマーは、例えば、ジペンタエリ
スリトールヘキサアクリレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート、ジペンタ
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エリスリトールペンタアクリレートのコハク酸エステルを主成分とする混合物である。こ
の多官能モノマーと他の多官能モノマーを組み合わせて使用することもできる。
【０１５１】
　本発明の着色樹脂組成物において、これらの（Ｄ）重合性モノマーの含有量は、全固形
分中、通常１重量％以上、好ましくは５重量％以上、更に好ましくは１０重量％以上であ
り、また、通常８０重量％以下、好ましくは７０重量％以下、更に好ましくは５０重量％
以下、特に好ましくは４０重量％以下である。
また、（Ｄ）重合性モノマーの前記（Ａ）色材に対する比率は、通常１重量％以上、好ま
しくは５重量％以上、更に好ましくは１０重量％以上、特に好ましくは２０重量％以上で
あり、また、通常２００重量％以下、好ましくは１００重量％以下、更に好ましくは８０
重量％以下である。
【０１５２】
　上記範囲内であると、光硬化が適度であり、現像時の密着不良が置き難く、また現像後
の断面が逆テーパー形状になり難く、更に溶解性低下による剥離現象・抜け不良が置き難
いため好ましい。
　［（Ｅ）光重合開始系及び／又は熱重合開始系］
　本発明の着色樹脂組成物は、塗膜を硬化させる目的で、（Ｅ）光重合開始系及び／又は
熱重合開始系を含むことが好ましい。ただし、硬化の方法はこれらの開始剤によるもの以
外でもよい。
【０１５３】
　特に、本発明の着色樹脂組成物が、（Ｃ）成分としてエチレン性二重結合を有する樹脂
を含む場合や、（Ｄ）成分としてエチレン性化合物を含む場合には、光を直接吸収し、又
は光増感されて分解反応又は水素引き抜き反応を起こし、重合活性ラジカルを発生する機
能を有する光重合開始系及び／又は熱によって重合活性ラジカルを発生する熱重合開始系
を含有することが好ましい。なお、本発明において光重合開始系としての（Ｅ）成分とは
、光重合開始剤（以下、任意に（Ｅ１）成分と称する）に重合加速剤（以下、任意に（Ｅ
２）成分と称する）、増感色素（以下、任意に（Ｅ３）成分と称する）などの付加剤が併
用されている混合物を意味する。
【０１５４】
　（光重合開始系）
　本発明の着色樹脂組成物に含有されていてもよい。光重合開始系は、通常、（Ｅ１）光
重合開始剤、及び必要に応じて添加される（Ｅ２）重合加速剤及び（Ｅ３）増感色素等の
付加剤との混合物として用いられ、光を直接吸収し、或いは光増感されて分解反応又は水
素引き抜き反応を起こし、重合活性ラジカルを発生する機能を有する成分である。
【０１５５】
　光重合開始系を構成する（Ｅ１）光重合開始剤としては、例えば、特開昭５９－１５２
３９６号、特開昭６１－１５１１９７号各公報等に記載のチタノセン誘導体類；特開平１
０－３００９２２号、特開平１１－１７４２２４号、特開２０００－５６１１８号各公報
等に記載されるヘキサアリールビイミダゾール誘導体類；特開平１０－３９５０３号公報
等に記載のハロメチル化オキサジアゾール誘導体類、ハロメチル－ｓ－トリアジン誘導体
類、Ｎ－フェニルグリシン等のＮ－アリール－α－アミノ酸類、Ｎ－アリール－α－アミ
ノ酸塩類、Ｎ－アリール－α－アミノ酸エステル類等のラジカル活性剤、α－アミノアル
キルフェノン誘導体類；特開２０００－８００６８号公報等に記載のオキシムエステル系
誘導体類等が挙げられる。
【０１５６】
　具体的には、例えば国際公開第２００９／１０７７３４号パンフレット等に記載の光重
合開始剤等が挙げられる。
　これら（Ｅ１）光重合開始剤の中では、α－アミノアルキルフェノン誘導体類、オキシ
ムエステル系誘導体類、ビイミダゾール誘導体類、アセトフェノン誘導体類、及びチオキ
サントン誘導体類がより好ましい。
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【０１５７】
　また、オキシムエステル系誘導体類としては、１，２－オクタンジオン，１－〔４－（
フェニルチオ）フェニル〕－，２－（ｏ－ベンゾイルオキシム）、エタノン，１－〔９－
エチル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕，１－（ｏ－
アセチルオキシム）、等が挙げられる。
　その他に、ベンゾインアルキルエーテル類、アントラキノン誘導体類；２－メチル－（
４’－メチルチオフェニル）－２－モルホリノ－１－プロパノン等のアセトフェノン誘導
体類、２－エチルチオキサントン、２，４－ジエチルチオキサントン等のチオキサントン
誘導体類、安息香酸エステル誘導体類、アクリジン誘導体類、フェナジン誘導体類、アン
スロン誘導体類等も挙げられる。
【０１５８】
　これら光重合開始剤の中では、α－アミノアルキルフェノン誘導体類、チオキサントン
誘導体類、オキシムエステル系誘導体類がより好ましい。特に、オキシムエステル系誘導
体類が好ましい。
　必要に応じて用いられる（Ｅ２）重合加速剤としては、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミ
ノ安息香酸エチルエステル等のＮ，Ｎ－ジアルキルアミノ安息香酸アルキルエステル類；
２－メルカプトベンゾチアゾール、２－メルカプトベンゾオキサゾール、２－メルカプト
ベンゾイミダゾール等の複素環を有するメルカプト化合物；脂肪族多官能メルカプト化合
物等のメルカプト化合物類等が挙げられる。
【０１５９】
　これらの（Ｅ１）光重合開始剤及び（Ｅ２）重合加速剤は、それぞれ１種を単独で用い
てもよく、２種以上を併用してもよい。
　また、必要に応じて感応感度を高める目的で、（Ｅ３）増感色素が用いられる。増感色
素は、画像露光光源の波長に応じて、適切なものが用いられるが、例えば特開平４－２２
１９５８号、特開平４－２１９７５６号各公報等に記載のキサンテン系色素；特開平３－
２３９７０３号、特開平５－２８９３３５号各公報等に記載の複素環を有するクマリン系
色素；特開平３－２３９７０３号、特開平５－２８９３３５号各公報等に記載の３－ケト
クマリン系色素；特開平６－１９２４０号公報等に記載のピロメテン系色素；特開昭４７
－２５２８号、特開昭５４－１５５２９２号、特公昭４５－３７３７７号、特開昭４８－
８４１８３号、特開昭５２－１１２６８１号、特開昭５８－１５５０３号、特開昭６０－
８８００５号、特開昭５９－５６４０３号、特開平２－６９号、特開昭５７－１６８０８
８号、特開平５－１０７７６１号、特開平５－２１０２４０号、特開平４－２８８８１８
号各公報等に記載のジアルキルアミノベンゼン骨格を有する色素等が挙げられる。
【０１６０】
　（Ｅ３）増感色素もまた１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
　本発明の着色樹脂組成物において、これらの（Ｅ）光重合開始系の含有量は、全固形分
中、通常０．１重量％以上、好ましくは０．２重量％以上、更に好ましくは０．５重量％
以上、また通常４０重量％以下、好ましくは３０重量％以下、更に好ましくは２０重量％
以下である。
【０１６１】
　上記範囲内であると、露光光線に対する感度が良好であり、また未露光部分の現像に対
する溶解性が良好である点で好ましい。
　（熱重合開始系）
　本発明の着色樹脂組成物に含有されていてもよい熱重合開始系（熱重合開始剤）の具体
例としては、アゾ系化合物、有機過酸化物及び過酸化水素等が挙げられる。これらのうち
、アゾ系化合物が好適に用いられる。より具体的には、例えば国際公開第２００９／１０
７７３４号パンフレット等に記載の熱重合開始剤を用いることができる。
【０１６２】
　これらの熱重合開始剤は、１種を単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
　［任意成分］
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　本発明の着色樹脂組成物は、前記各成分の外に、界面活性剤、有機カルボン酸及び／又
は有機カルボン酸無水物、熱硬化性化合物、可塑剤、熱重合防止剤、保存安定剤、表面保
護剤、密着向上剤、現像改良剤等を含有していてもよい。また、色材として顔料を含有す
る場合には、分散剤や分散助剤を含有してもよい。これら任意成分としては、例えば特開
２００７－１１３０００号公報記載の各種化合物を使用することができる。
【０１６３】
　［着色樹脂組成物の調製方法］
　本発明において、着色樹脂組成物は、適宜の方法により調製することができるが、例え
ば、前記（Ａ）色材、及び（Ｃ）バインダー樹脂を、（Ｂ）溶剤及びその他の添加剤と共
に混合することで調製できる。
　また、（Ａ）色材として（Ｆ）顔料を含む場合の調製方法としては、（Ｆ）顔料を含む
（Ａ）色材を溶剤中、分散剤及び必要に応じて添加する分散助剤の存在下で、場合により
（Ｃ）バインダー樹脂の一部と共に、例えば、ペイントシェイカー、サンドグラインダー
、ボールミル、ロールミル、ストーンミル、ジェットミル、ホモジナイザー等を用いて、
粉砕しつつ混合・分散して着色分散液を調製する。該着色分散液に、（Ｃ）バインダー樹
脂、（Ａ）色材、必要に応じて、（Ｄ）重合性モノマー、（Ｅ）光重合開始剤及び／又は
熱重合開始剤、などの添加剤を添加し、混合することにより調製する方法を挙げることが
できる。
【０１６４】
　［着色樹脂組成物の応用］
　本発明の着色樹脂組成物は、通常、すべての構成成分が溶剤中に溶解又は分散された状
態である。この着色樹脂組成物が基板上へ供給され、カラーフィルタや液晶表示装置、有
機ＥＬ表示装置などの構成部材が形成される。
　以下、本発明の着色樹脂組成物の応用例として、カラーフィルタとしての応用、及びそ
れらを用いた液晶表示装置（パネル）及び有機ＥＬ表示装置について、説明する。
【０１６５】
　＜カラーフィルタ＞
　本発明のカラーフィルタは、本発明の着色樹脂組成物から形成された画素を有するもの
である。
  以下に、本発明のカラーフィルタを形成する方法について説明する。
　カラーフィルタの画素は、様々な方法で形成することができる。ここでは光重合性の着
色樹脂組成物を使用してフォトリソグラフィー法にて形成する場合を例に説明するが、製
造方法はこれに限定されるものではない。
【０１６６】
  まず、基板の表面上に、必要に応じて、画素を形成する部分を区画するようにブラック
マトリックスを形成し、この基板上に、本発明の着色樹脂組成物を塗布したのち、プレベ
ークを行って溶剤を蒸発させ、塗膜を形成する。次いで、この塗膜にフォトマスクを介し
て露光したのち、アルカリ現像液を用いて現像して、塗膜の未露光部を溶解除去し、その
後ポストベークすることにより、赤色、緑色、青色の各画素パターンを形成して、カラー
フィルタを作製することができる。
【０１６７】
  画素を形成する際に使用される基板としては、透明で適度な強度を有するものであれば
特に限定されないが、例えば、ポリエステル系樹脂、ポリオレフィン系樹脂　ポリカーボ
ネート系樹脂、アクリル系樹脂、熱可塑性樹脂製シート、エポキシ樹脂、熱硬化性樹脂、
各種ガラスなどが挙げられる。
 また、これらの基板には、所望により、シランカップリング剤やウレタン系樹脂などに
よる薄膜形成処理、コロナ放電処理やオゾン処理などの表面処理等、適宜前処理を施して
もよい。
【０１６８】
　着色樹脂組成物を基板に塗布する際には、スピナー法、ワイヤーバー法、フローコート
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法、スリット・アンド・スピン法、ダイコート法、ロールコート法、スプレーコート法等
が挙げられる。中でも、スリット・アンド・スピン法、及びダイコート法が好ましい。
　塗布膜の厚さは、乾燥後の膜厚として、通常、０．２～２０μｍ、好ましくは０．５～
１０μｍ、特に好ましくは０．８～５．０μｍである。
【０１６９】
　上記範囲内であると、パターン現像や液晶セル化工程でのギャップ調整が容易であり、
また所望の色発現がし易い点で好ましい。
  画素を形成する際に使用される放射線としては、例えば、可視光線、紫外線、遠紫外線
、電子線、Ｘ線等を使用することができるが、波長が１９０～４５０ｎｍの範囲にある放
射線が好ましい。
【０１７０】
　画像露光に使用される、波長１９０～４５０ｎｍの放射線を用いるための光源は、特に
限定されるものではないが、例えば、キセノンランプ、ハロゲンランプ、タングステンラ
ンプ、高圧水銀灯、超高圧水銀灯、メタルハライドランプ、中圧水銀灯、低圧水銀灯、カ
ーボンアーク、蛍光ランプ等のランプ光源；アルゴンイオンレーザー、ＹＡＧレーザー、
エキシマレーザー、窒素レーザー、ヘリウムカドミニウムレーザー、半導体レーザー等の
レーザー光源等が挙げられる。特定の波長の光を照射して使用する場合には、光学フィル
ターを利用することもできる。
【０１７１】
  放射線の露光量は、１０～１０，０００Ｊ／ｍ２が好ましい。
  また、前記アルカリ現像液としては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水
酸化リチウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素カリウム
、珪酸ナトリウム、珪酸カリウム、メタ珪酸ナトリウム、燐酸ナトリウム、燐酸カリウム
、燐酸水素ナトリウム、燐酸水素カリウム、燐酸二水素ナトリウム、燐酸二水素カリウム
、水酸化アンモニウム等の無機アルカリ性化合物；モノ－・ジ－・又はトリ－エタノール
アミン、モノ－・ジ－・又はトリ－メチルアミン、モノ－・ジ－・又はトリ－エチルアミ
ン、モノ－・又はジ－イソプロピルアミン、ｎ－ブチルアミン、モノ－・ジ－・又はトリ
－イソプロパノールアミン、エチレンイミン、エチレンジイミン、テトラメチルアンモニ
ウムヒドロキシド（ＴＭＡＨ）、コリン等の有機アルカリ性化合物等の水溶液が好ましい
。
【０１７２】
  前記アルカリ現像液には、例えばイソプロピルアルコール、ベンジルアルコール、エチ
ルセロソルブ、ブチルセロソルブ、フェニルセロソルブ、プロピレングリコール、ジアセ
トンアルコール等の水溶性有機溶剤や界面活性剤等を適量添加することもできる。なお、
アルカリ現像後は、通常、水洗する。
　現像処理法としては、浸漬現像法、スプレー現像法、ブラシ現像法、超音波現像法等の
何れかの方法によることができる。現像条件は、室温（２３℃）で５～３００秒が好まし
い。
【０１７３】
　現像処理の条件には特に制限はないが、現像温度は通常１０℃以上、中でも１５℃以上
、更には２０℃以上、また、通常５０℃以下、中でも４５℃以下、更には４０℃以下の範
囲が好ましい。
　現像方法は、浸漬現像法、スプレー現像法、ブラシ現像法、超音波現像法等の何れかの
方法によることができる。
【０１７４】
　このようにして作製されたカラーフィルタを液晶表示装置に使用する場合には、このま
まの状態で画像上にＩＴＯ等の透明電極を形成して、カラーディスプレー、液晶表示装置
等の部品の一部として使用されるが、表面平滑性や耐久性を高めるため、必要に応じ、画
像上にポリアミド、ポリイミド等のトップコート層を設けることもできる。また、一部、
平面配向型駆動方式（ＩＰＳモード）等の用途においては、透明電極を形成しないことも
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ある。また、垂直配向型駆動方式（ＭＶＡモード）では、リブを形成することもある。ま
た、ビーズ散布型スペーサに代わり、フォトリソグラフィー法による柱構造（フォトスペ
ーサー）を形成することもある。
【０１７５】
　＜液晶表示装置＞
　本発明の液晶表示装置は、上述の本発明のカラーフィルタを用いたものである。本発明
の液晶表示装置の型式や構造については特に制限はなく、本発明のカラーフィルタを用い
て常法に従って組み立てることができる。
　例えば、「液晶デバイスハンドブック」（日刊工業新聞社、１９８９年９月２９日発行
、日本学術振興会第１４２委員会著）に記載の方法で、本発明の液晶表示装置を形成する
ことができる。
【０１７６】
　＜有機ＥＬ表示装置＞
　本発明のカラーフィルタを含む有機ＥＬ表示装置を作成する場合、例えば図１に示すよ
うに、透明支持基板１０上に、本発明の着色樹脂組成物により画素２０が形成された青色
カラーフィルタ上に有機保護層３０及び無機酸化膜４０を介して有機発光体５００を積層
することによって多色の有機ＥＬ素子を作製する。
【０１７７】
　有機発光体５００の積層方法としては、カラーフィルタ上面へ透明陽極５０、正孔注入
層５１、正孔輸送層５２、発光層５３、電子注入層５４、及び陰極５５を逐次形成してい
く方法や、別基板上へ形成した有機発光体５００を無機酸化膜４０上に貼り合わせる方法
などが挙げられる。このようにして作製された有機ＥＬ素子１００は、パッシブ駆動方式
の有機ＥＬ表示装置にもアクティブ駆動方式の有機ＥＬ表示装置にも適用可能である。
【実施例】
【０１７８】
　次に、合成例、実施例及び比較例を挙げて本発明をより具体的に説明するが、本発明は
その要旨を超えない限り以下の実施例に限定されるものではない。
　［染料の合成］
（化合物Ａの合成）
【０１７９】
【化２６】

【０１８０】
　（反応１）
　化合物２（５．０２ｇ、２０ｍｍｏｌ）、化合物１（１４ｍｌ、８０ｍｍｏｌ）、ｔ－
ブトキシナトリウム（７．５３ｇ，８０ｍｍｏｌ）、トルエン（１００ｍｌ）、酢酸パラ
ジウム（ＩＩ）（０．５５ｇ，２．４５ｍｍｏｌ）、トリ－ｔ－ブチルホスフィン （１
０％ヘキサン溶液、１０ｇ、４．９４ｍｍｏｌ）の混合物を窒素下で１０時間加熱還流し
た。室温に冷却後、水を加えセライトで濾過し、濾液をトルエンで抽出し、水で洗浄した
。トルエン層を減圧濃縮し、シリカゲルカラムクロマトグラフィー（シリカゲル５００ｇ
、ヘキサン/酢酸エチル１０／１－８／１－６／１）で精製し、得られた粉末を冷メタノ
ールで洗浄して化合物Ａ（４．５９、収率５３％）を得た。
（化合物Ｂの合成）
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【０１８１】
【化２７】

【０１８２】
　（反応２）
　化合物３（５．８ｇ、３０ｍｍｏｌ）とＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（５０ｍｌ）の
混合物を氷浴で冷却し、６０％水素化ナトリウム（１．５７ｇ，３６ｍｍｏｌ）を加え、
１０分撹拌した。化合物４（５．１ｍｌ，３６ｍｍｏｌ）を滴下し、そのまま３０分撹拌
した。室温に戻しながら２時間撹拌した。温浴４５℃で、１時間加熱撹拌した。氷冷して
水でクエンチし、トルエンで抽出し、有機層を飽和食塩水で２回洗った。無水硫酸ナトリ
ウムで乾燥し減圧濃縮した。ヘキサンを加え生じた結晶を濾取して、化合物Ｂ（７．１６
ｇ，収率７７．１％）を白色粉末で得た。
（化合物Ｃの合成）
【０１８３】

【化２８】

【０１８４】
　（反応３）
　化合物３（６ｇ，３１．１ｍｍｏｌ）とＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（８５ｍｌ）の
混合物を氷浴で冷却し、６０％水素化ナトリウム（１．６３ｇ、３７．３ｍｍｏｌ）を加
え、１０分撹拌した。化合物５（５．６５ｍｌ、３７．３ｍｍｏｌ）を滴下し、そのまま
１０分撹拌した。室温に戻しながら１時間撹拌した。温浴４０℃で3時間撹拌した。氷冷
して水を加え、トルエンで抽出し、無水硫酸ナトリウムで乾燥した。減圧濃縮した。シリ
カゲルカラムクロマトグラフィー（ヘキサン/酢酸エチル = ４／１）で精製した。得られ
た結晶をヘプタンで洗浄して、化合物６（９．１ｇ，収率９１％）を白色粉末として得た
。
【０１８５】
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　（反応４）
　化合物６（６．５ｇ、０．０２ｍｏｌ）、メタノール（２００ｍｌ）を容器にいれ、５
０℃に加熱し溶解した。１ｍｏｌ/ｌＨＣＬ水溶液（２０ｍｌ、０．０２ｍｏｌ）を滴下
した。１時間後ＴＬＣにて脱保護チェックを確認し、放冷した。炭酸水素ナトリウム水溶
液に滴下し、塩化メチレンにて抽出を実施した。半量（８５ｍｌ）程まで濃縮し１Ｎ／Ｎ
ａＯＨ（１０ｍｌ）、水（２５０ｍｌ）に添加した。さらに塩化メチレン（１００ｍｌ）
を添加し抽出、濃縮した。カラムクロマト（シリカゲル６０酸性（２１０ｇ）、クロロホ
ルム展開溶媒）精製を実施し、化合物７（４．８０５ｇ、収率１００％）を得た。
【０１８６】
　（反応５）
　化合物７（２．５５ｇ、０．０１０７ｍｏｌ）、テトラヒドロフラン（５０ｍｌ）を容
器に入れ、氷冷で系内を５℃以下にした。トリエチルアミン（２．１７ｇ、０．０２１５
ｍｏｌ）を５分かけて滴下した。さらに、メタクリルクロライド（２．２３ｇ、０．０２
１５ｍｏｌ、ＴＣＩ）を１２分かけて滴下した。系内は滴下すると白濁し、トリエチルア
ミン塩酸塩が沈殿してきた。３時間後塩をろ過して除去し、ＴＨＦ溶液側は熱をかけずに
濃縮した。カラムクロマト（シリカゲル６０酸性　酢酸エチル/ヘキサン＝３／７ｄｒｙ
カラム塩化メチレンにて作成）で精製し、ｏｉｌ状の化合物Ｃ（２．７ｇ、収率８２．８
％）を得た。
（化合物Ｄの合成）
【０１８７】
【化２９】

【０１８８】
　（反応６）
　化合物３（５．８ｇ、３０ｍｍｏｌ） とＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミド（５０ｍｌ）
の混合物を氷浴で冷却し、６０％水素化ナトリウム（１．５７ｇ、３６ｍｍｏｌ）を加え
、１０分撹拌した。化合物８（６．５ｍｌ、３６ｍｍｏｌ）を滴下し、そのまま３０分撹
拌した。室温に戻しながら１時間撹拌した。温浴４５℃で、２時間加熱撹拌した。氷冷し
て水を加え、トルエンで抽出し、有機層を飽和食塩水で２回洗った。無水硫酸ナトリウム
で乾燥し減圧濃縮した。シリカゲルカラムクロマトグラフィー（ヘキサン/クロロホルム=
３／１ - １／１）で精製し、化合物９（２．１９ｇ、 収率２０．９％） を薄黄色オイ
ルとして得た。
【０１８９】
　（反応７）
　化合物９（２．１１ｇ、５．７ｍｍｏｌ）、メタノール（５０ｍｌ）を反応容器にいれ
、水バスで５０℃加熱攪拌した。１ｍｏｌ／Ｌ塩酸（５．７２ｍｌ、５．７ｍｍｏｌ）を
滴下し２時間反応した。ＮａＨＣＯ３飽和液（２００ｍｌ）に添加した。ｐＨ９までアル
カリ性になったので１ｍｏｌ／ｌ塩酸を加えてｐＨ６まで調整した。クロロホルム抽出を
し、濃縮した。その後後、カラムクロマト（シリカゲル６０酸性１００ｇ、クロロホルム
）で精製し化合物１０（収量１．０６３ｇ、収率７０．３５％）を得た。
【０１９０】
　（反応８）
　化合物１０（１．０ｇ、３．７７ｍｍｏｌ）、テトラヒドロフラン（２５ｍｌ）を容器
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に入れ、氷冷で系内を５℃以下にした。トリエチルアミン（０．７６８ｇ、７．５４ｍｍ
ｏｌ）を５分かけて滴下した。さらに、メタクリルクロライド（０．７８４ｇ、７．５４
ｍｍｏｌ）を５分かけて滴下した。系内は滴下すると白濁し、トリエチルアミン塩酸塩が
沈殿してきた。室温で１．５時間反応後塩をろ過して除去し、ＴＨＦ溶液側は熱をかけず
に濃縮した。ＮＭＲにて化合物Ｄであることを確認した。　ｏｉｌ状の化合物Ｄ（１．５
５ｇ、収率１００％）を得た。
（合成例１：色材１の合成）
【０１９１】
【化３０】

【０１９２】
　（反応９）
　化合物Ａ（２．１ｇ、６．４６ｍｍｏｌ）、化合物Ｂ（２．０ｇ、６．４６ｍｍｏｌ）
、２,５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルヒドロキノン（７２ｍｇ、０．３２３ｍｍｏｌ）および
トルエン（３５ｍｌ）の混合物にオキシ塩化リン（０．９ｍｌ、９．６９ｍｍｏｌ）を加
え、５時間加熱還流した。水を加え、クロロホルム抽出して、有機層を飽和食塩水で3回
洗った。減圧濃縮し、シリカゲルカラムクロマトグラフィー（クロロホルム/メタノール=
 １０/１－８／１）で精製し、化合物Ｅ（３．０６ｇ、収率７２．６％）を得た。
【０１９３】
　（反応１０）
　化合物Ｅ（３６５ｍｇ、０．５６ｍｍｏｌ）、リチウム=ビス（トリフルオロメタンス
ルホニル）イミド（１６１ｍｇ、０．５６ｍｍｏｌ）、メタノール（２５ｍｌ）の混合物
を５０℃で１時間撹拌した。減圧濃縮し、得られた固体を、メタノール/水=１／２で洗浄
して、色材１（４１０ｍｇ、収率８１．６％）を得た。
（合成例２：色材２の合成）
【０１９４】
【化３１】

【０１９５】
　（反応１１）
　圧空ブロー下、反応容器に化合物Ａ（１．６ｇ，４．９４ｍｍｏｌ）、化合物Ｃ（１．
５ｇ，４．９４ｍｍｏｌ）、トルエン（１０ｍｌ）を入れ、氷冷で５℃以下まで冷却した
。内温１－２℃時、オキシ塩化リン（０．９８ｇ、６．４２ｍｍｏｌ）を５分かけて滴下
した。冷却のまま１時間攪拌し、さらに室温下で５時間反応した。反応後、水、酢酸エチ
ルで抽出分離。有機層を濃縮した。固化したのでヘキサン洗浄を２回実施した。カラムク
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ロマト（シリカゲル６０酸性１００ｇ、塩化メチレン→塩化メチレン/メタノール＝８／
２展開溶媒）精製を実施、濃縮後乾燥し、ｏｉｌ状で化合物Ｆ（１．０３ｇ、収率３２．
２％）を得た。
【０１９６】
　（反応１２）
　反応容器に前述の化合物Ｆ（１．０ｇ、１．５４５ｍｍｏｌ）、ビス（トリフルオロメ
タンスルホニル）イミドリチウム（０．４４３ｇ、１．５４５ｍｍｏｌ）メタノール（３
０ｍｌ）を仕込み、水バスで５０℃設定にし、２時間攪拌した。その後減圧濃縮し、ター
ル状固形物に数回（各回４０ｍｌ程）ＥｔＯＨをいれ、濃縮を繰り返しさらに４０℃真空
乾燥機で乾燥しその後、固体をかきとった。メタノール／水＝１／２で洗浄、ろ過、ヘキ
サンをふりかけ乾燥した。真空乾燥後、色材２（１．０２２ｇ、収率７４％）を得た。
（合成例３：色材３の合成）
【０１９７】
【化３２】

【０１９８】
　（反応１３）
　圧空ブロー下、反応容器に化合物Ａ（１．４６ｇ、４．５ｍｍｏｌ、ＴＣＩ）、化合物
Ｄ（１．５ｇ，４．５ｍｍｏｌ）、トルエン（１０ｍｌ）を入れ、氷冷で５℃以下まで冷
却した。内温１－２℃時、オキシ塩化リン（１．０３５ｇ、６．７５ｍｍｏｌ）を５分か
けて滴下した。冷却のまま1時間攪拌し、さらに室温下で２時間反応した。さらに８０℃
で５時間加熱攪拌を実施した。反応終了後、水、クロロホルムで抽出分離。有機層を濃縮
した。カラムクロマト（シリカゲル６０酸性１５０ｇ、クロロホルム→クロロホルム／メ
タノール＝１５／１展開溶媒）精製を実施、濃縮後乾燥。ｏｉｌ状で化合物Ｇ（０．９２
ｇ、収率３０．５％）を得た。
【０１９９】
　（反応１４）
　反応容器に前述の化合物Ｇ（０．９ｇ、１．３３ｍｍｏｌ）、ビス（トリフルオロメタ
ンスルホニル）イミドリチウム（０．３８２ｇ、１．３３ｍｍｏｌ）、メタノール（３０
ｍｌ）を仕込み、水バスで５０℃設定にし、１．５時間攪拌した。反応後溶媒濃縮し、十
分真空で乾燥したのち、固形分をかきとり粉状にした。メタノール／水＝１／２で洗浄、
ろ過を行った後、粘度の高い塊を一度エタノールで溶解し、溶媒除去、十分乾燥し、冷蔵
庫に数十分いれたのち、再度固形分をかきとり粉状にし、メタノール／氷水＝１／２で攪
拌し、冷却を保ちつつろ過した。３５℃真空乾燥し、色材３（１．０５ｇ、収率８５．７
％）を得た。
【０２００】
　（参考合成例１：樹脂Ａの合成）
　プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート１４５重量部を窒素置換しながら
攪拌し、１２０℃に昇温した。ここにスチレン１０重量部、グリシジルメタクリレート８
５．２重量部およびトリシクロデカン骨格を有するモノアクリレート（日立化成社製ＦＡ
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－５１３Ｍ）６６重量部を滴下し、および２．２’－アゾビス－２－メチルブチロニトリ
ル８．４７重量部を３時間かけて滴下し、更に９０℃で２時間攪拌し続けた。次に反応容
器内を空気置換に変え、アクリル酸４３．２重量部にトリスジメチルアミノメチルフェノ
ール０．７重量部およびハイドロキノン０．１２重量部を投入し、１００℃で１２時間反
応を続けた。その後、テトラヒドロ無水フタル酸（ＴＨＰＡ）５６．２重量部、トリエチ
ルアミン０．７重量部を加え、１００℃３．５時間反応させた。こうして得られたバイン
ダ樹脂のＧＰＣにより測定した重量平均分子量Ｍｗは約８４００　酸価８０ｍｇＫＯＨ／
ｇであった。
【０２０１】
【化３３】

【０２０２】
　［顔料分散液の調製］
　（青色顔料分散液（１）の調製）
　青色顔料としてＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６を１１．３６重量部、溶剤としてプ
ロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート５７．５重量部、前記ビックケミー社
製分散剤「ディスパービック２０００」を固形分換算で３．０２重量部、径０．５ｍｍの
ジルコニアビーズ２１５．７重量部をステンレス容器に充填し、ペイントシェーカーにて
６時間分散させて青色顔料分散液（１）を調製した。
【０２０３】
　（青色顔料分散液（２）の調製）
　青色顔料としてＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：６とバイオレット２３を９．２０：３
．８１となる重量比で１１．３６重量部、溶剤としてプロピレングリコールモノメチルエ
ーテルアセテート５７．５重量部、前記ビックケミー社製分散剤「ディスパービック２０
００」を固形分換算で３．０２重量部、径０．５ｍｍのジルコニアビーズ２１５．７重量
部をステンレス容器に充填し、ペイントシェーカーにて６時間分散させて青色顔料分散液
を調製した。
【０２０４】
　［着色樹脂組成物の調製］
　前記（染料の合成）で得られた染料及び青色顔料分散液を用い、表１に記載された組成
となるように他の成分を混合して、着色樹脂組成物を調製した。
　尚、表１中の数値は、いずれも添加する各成分の重量部を表す。
　混合に際しては、各成分が十分に混合するまで１時間以上攪拌し、最後に５μｍの駒型
フィルターによって濾過し、異物を取り除いた。
【０２０５】
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【表１】

【０２０６】
　尚、表１中の数値は、いずれも添加する各成分の重量部を表す。
　又、表１中の各化合物は、各々以下の通りである。
　ＰＧＭＥＡ：プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
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　ＰＧＭＥ：プロピレングリコールモノメチルエーテル
　［着色樹脂膜の製造及び耐溶剤性の評価］
　５ｃｍ角に切断したガラス基板上に、上記各着色樹脂組成物をスピンコート法により乾
燥後のy値が０．０８５となるように塗布し、減圧乾燥させた後、ホットプレート上にて
８０℃３分間プリベークした。その後、６０ｍＪ／ｃｍ２の露光量にて全面露光し、クリ
ーンオーブンにて２３０℃３０分焼成した。その後、分光光度計Ｕ－３３１０（日立製作
所製）にて、分光透過率を測定し、ＸＹＺ表色系における色度（Ｃ光源）を算出した。
　続いて、上記基板について、ＰＧＭＥＡに３０分浸漬した後、上記同様、分光透過率を
測定し、ＸＹＺ表色系における色度（Ｃ光源）を算出した。浸漬後の色度との色差（ΔＥ
＊ａｂ）、即ち耐溶剤性を測定した結果をまとめて表２に示す。
【０２０７】
【表２】

【０２０８】
　表２に示すが如く、本発明の染料を含む組成物を用いて形成された画素は、輝度が高く
、また耐溶剤性にも優れることが分かる。
　より具体的には、比較例１は、色材の主成分として顔料（Ｃ．Ｉ．Ｐ．Ｂ１５:６及び
Ｃ．Ｉ．Ｐ．Ｖ２３）を用いており、耐溶剤性が４以下であるが、輝度がほぼ頭打ちとな
り、輝度向上の要求には対応できるものではなかった。
【０２０９】
　一方、実施例１～３では、耐溶剤性が、実用レベルの４以下であることに加え、青色顔
料の輝度よりも高い値を示すことが可能となった。
　つまり、本発明の染料を用いることで、輝度向上の要求にも対応しうるものである。
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